
前
近
代
ア
イ
ヌ
の
「
宝
」
と
そ
の
社
会
的
機
能

岩
　
暗
　
奈
　
緒
　
子

前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩騎）

幽
　
問
題
の
所
在

　
一
八
世
紀
末
北
海
道
東
部
で
ア
イ
ヌ
が
和
人
を
襲
撃
し
た
事
件
、
い
わ
ゆ

る
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
（
寛
政
蝦
夷
騒
動
）
は
、
松
前
藩
に
よ
る
ア

イ
ヌ
の
経
済
的
収
奪
過
程
に
主
な
関
心
の
あ
っ
た
政
策
史
の
研
究
に
お
い
て
、

場
所
請
負
制
の
も
と
で
ア
イ
ヌ
に
奴
隷
的
な
漁
場
労
働
を
強
制
す
る
松
前

藩
・
商
人
へ
の
抵
抗
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
　
一
方
、
カ
ラ
フ
ト
、
千
島

列
島
に
広
が
る
活
発
な
ア
イ
ヌ
の
交
易
活
動
を
踏
ま
え
て
、
と
く
に
道
東
地

域
の
自
立
性
、
独
自
性
を
重
視
す
る
説
が
あ
る
が
、
地
域
の
自
立
性
と
奴
隷

的
労
働
強
制
と
い
う
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
を
ど
の
よ
う
に
整
舎
的
に
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
か
は
、
北
方
史
研
究
上
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
②

　
菊
池
勇
夫
は
近
著
で
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
に
関
し
て
、
　
「
ア
イ
ヌ

蜂
起
の
直
接
的
契
機
・
原
因
」
と
し
て
、
労
働
強
制
や
密
通
な
ど
「
出
稼
ぎ

ヨ
本
人
の
横
暴
」
に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
社
会
の
慣
習
の
破
壊
」
を
あ
げ
つ
つ
、

「
松
前
と
は
距
離
が
遠
い
こ
と
」
や
「
千
島
交
易
の
存
在
」
を
背
景
に
、
「
ま

だ
交
易
主
体
と
し
て
の
自
立
意
識
が
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
、
蜂
起
を
敢

行
さ
せ
た
深
部
の
力
」
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
が
、
和
人
側
の
視
点
か
ら
の
経
済
関
係
中
心
の

分
析
で
あ
り
、
両
者
を
全
く
異
な
っ
た
世
界
観
、
価
値
観
を
持
っ
た
異
文
化

間
の
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
意
識
が
弱
か
っ
た
点
を
反
省
す
る
と
、
「
ア
イ

ヌ
巻
会
の
慣
習
の
破
壊
」
と
い
う
菊
池
の
掲
げ
る
第
一
点
は
注
目
さ
れ
る
。

ア
イ
ヌ
の
社
会
・
文
化
に
照
し
て
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
が
ど
う
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
視
点
は
、
上
記
の
課
題
解
決
の
た
め
の
有
効
な

回
路
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
異
文
化
の
接
触
と
い
う
視
点
か
ら
の
仕
事
と
し
て
、
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
や
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の
際
に
、
両
者
の
問
に

取
り
結
ば
れ
た
ツ
グ
ナ
イ
や
お
目
見
え
と
い
っ
た
儀
礼
的
関
係
を
素
材
に
、

和
人
と
ア
イ
ヌ
の
関
係
を
「
民
族
的
背
景
を
異
に
す
る
集
団
間
の
関
係
論
と

＝ユ07　　（767）
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’前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩崎）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
」
と
ら
え
青
し
た
菊
池
の
仕
事
が
あ
る
。
意
欲
的
な
研
究
で
あ
り
、
設

定
さ
れ
た
視
点
に
は
共
感
す
る
も
の
の
、
そ
の
．
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
若
干

の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
慰
え
る
。

　
そ
の
第
｝
は
、
近
代
以
降
の
民
族
学
の
成
果
を
修
正
な
し
に
利
用
し
て
史

料
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
の
歴
史
叙
述
が
、

和
人
の
残
し
た
ご
く
限
ら
れ
た
史
料
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
諸
分
野

の
研
究
の
総
合
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
昆
族
学
の
分
析
の
枠
組
は
、
時

の
経
過
に
応
じ
た
社
会
の
変
化
へ
の
関
心
が
薄
い
。
し
た
が
っ
て
、
驚
族
学

の
成
果
に
拠
っ
た
史
料
解
釈
に
は
、
前
近
代
の
社
会
に
固
有
の
こ
と
が
ら
が

見
失
わ
れ
た
り
、
近
代
的
な
も
の
が
付
加
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
必
ず
つ
き

ま
と
う
。
菊
池
は
、
民
族
学
の
右
の
よ
う
な
限
界
に
ど
の
よ
う
な
留
保
を
つ

け
て
、
そ
の
成
果
を
歴
史
学
に
応
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。

　
第
二
に
儀
礼
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。
「
民
族
的
背
景
を
異
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
集
団
間
の
関
係
論
と
し
て
」
「
文
化
体
系
を
異
に
す
る
」
人
び
と
の
間
に

結
ば
れ
た
儀
礼
を
検
討
す
る
際
に
必
要
な
の
は
、
和
人
、
ア
イ
ヌ
そ
れ
ぞ
れ

の
「
文
化
体
系
」
に
零
し
て
内
在
蘭
に
論
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

菊
池
の
分
析
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
菊

池
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
の
ち
に
「
ツ
ク
ナ
イ
が
両
者
間
の
対
等

の
紛
争
解
決
か
ら
、
支
配
・
従
属
関
係
に
お
け
る
忠
誠
服
属
の
誓
約
へ
と
転

換
」
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
鞍
換
の
根
拠
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
「
全

面
的
に
ア
イ
ヌ
の
側
が
ツ
ク
ナ
イ
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
松
前
藩
と
ア
イ
ヌ
の
力
関
係
が
逆
転
し
た
こ
と
」

で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
菊
池
は
、
「
ツ
ク
ナ
イ
」
の
意
味
の
変
化
の
原
因
と
し

て
、
藩
と
ア
イ
ヌ
の
力
関
係
の
逆
転
を
位
置
づ
け
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
の

論
理
は
、
力
関
係
の
逆
転
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
「
文
化
体

系
」
の
変
化
と
い
う
項
を
媒
介
さ
せ
な
け
れ
ば
、
成
り
立
ち
え
な
い
。
菊
池

は
さ
ら
に
「
日
本
社
会
の
趨
請
文
形
式
」
が
ア
イ
ヌ
に
強
制
さ
れ
た
事
実
に

つ
い
て
、
「
和
睦
・
忠
誠
」
の
誓
約
を
さ
ら
に
「
強
固
」
に
す
る
機
能
が
あ
っ

た
と
す
る
が
、
こ
こ
で
も
「
起
請
文
」
が
ア
イ
ヌ
社
会
で
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
。
菊
池
の
場
合
、
儀
礼

と
い
う
文
化
的
側
齎
に
凶
を
向
け
つ
つ
も
、
そ
の
解
釈
が
最
終
的
に
は
和
人

側
の
視
点
に
立
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　
と
は
い
え
、
以
上
の
聞
書
は
ひ
と
り
菊
池
の
課
題
と
す
べ
き
間
題
で
は
な

い
。
菊
池
が
省
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
の

社
会
の
し
く
み
が
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
研
究
状
況
が
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
直
搬
酌
に
は
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
を
、
ひ

ろ
く
は
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
関
係
を
見
直
し
て
い
く
た
め
の
前
提
作
業
の
第
一

歩
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
「
隠
し
に
注
固
し
、
そ
の
社
会
的
機
能
を
分
析
す
る
。

歴
史
研
究
に
お
い
て
、
「
宝
し
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
、
先
の
菊
池
の

仕
事
を
墜
。
あ
ま
り
目
立
っ
た
も
の
は
な
い
。
史
料
の
制
約
に
よ
2
七
世

／109　（769）



絃
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
日
本
の
近
世
に
あ
た
る
時
期
に
限
定
せ
ざ
る

を
え
な
い
が
、
「
宝
」
に
付
随
し
て
見
ら
れ
る
慣
行
を
で
き
る
だ
け
具
体
的

に
抽
出
し
、
ア
イ
ヌ
社
会
の
し
く
み
を
ご
く
一
部
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
般
に
「
宝
」
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
イ
コ
ロ
」
と
さ
れ
る
が
、

本
稿
の
依
拠
す
る
近
世
の
和
人
史
料
で
「
イ
コ
ロ
」
の
語
を
確
認
す
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
し
あ
た
っ
て
以
下
の
分
析
で
は
、
史
料
用

語
で
あ
る
「
宝
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
拙
稿
「
近
世
蝦
夷
地
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二

　
　
一
一
、
一
九
九
三
年
）
。

　
②
　
菊
池
勇
夫
『
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
－
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
蝦
夷
地
』
一
二
穴

　
　
頁
（
朝
日
選
書
五
…
○
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
。

　
③
菊
池
勇
夫
『
北
方
史
の
な
か
の
近
世
日
本
』
第
豆
部
第
一
章
一
ニ
ェ
頁
（
校
倉

　
　
書
房
、
一
九
九
…
年
）
。

　
④
　
同
右
、
一
四
四
頁
。

　
⑤
　
同
右
、
一
二
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
二
「
宝
」
の
形
態

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
①
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
②

　
「
古
器
刀
剣
を
以
宝
と
し
」
、
「
宝
を
貴
こ
と
か
く
の
ご
と
く
」
、
「
家
に
は

　
　
　
　
　
③

宝
多
く
有
し
由
」
。
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
の
社
会
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
に
は
、

こ
の
よ
う
に
「
宝
」
と
い
う
雷
葉
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
あ
ら
わ
れ
る
。
本
章
で
は

「
宝
」
と
は
な
に
か
を
具
体
的
に
見
て
お
き
た
い
。

　
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
八
世
紀
後
半
を
中
心
に
確
認
す
る
と
、
「
東
遊

酔
に
よ
設
賢
覧
合
峯
に
務
と
て
羅
ザ
・
多
く
繁
橘
・

弾
頭
、
或
い
は
行
器
、
食
籠
な
ど
の
如
き
蒔
絵
、
金
具
な
ど
の
う
つ
く
し
き

物
を
宝
物
と
て
、
此
を
多
く
持
ち
た
る
を
以
て
人
に
は
ほ
こ
る
と
云
」
と
あ

り
、
蒔
絵
の
つ
い
た
漆
器
類
が
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
東
遊

　
⑤

雑
記
」
に
は
、
「
日
本
の
か
た
な
・
脇
差
も
蝦
夷
人
所
持
せ
る
こ
と
に
て
、
甚

だ
秘
蔵
し
て
、
柄
・
鞘
の
か
ざ
り
は
マ
キ
リ
の
ご
と
く
に
製
し
て
、
た
か
ら

物
の
よ
う
に
お
も
い
お
る
よ
し
」
と
あ
り
、
刀
剣
は
、
鞘
や
柄
な
ど
の
各
部

昂
も
個
別
に
「
宝
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
さ
ら
に
、
「
蝦
夷
国
風
俗
人
情
之
沙
汰
」
に
は
、
ウ
ル
ッ
プ
島
で
ロ
シ
ア
の

漂
流
船
を
見
つ
け
た
エ
ト
ロ
フ
の
ア
イ
ヌ
が
、
そ
の
船
の
な
か
に
「
金
銭
、

銀
銭
、
羅
紗
、
狸
狸
緋
、
木
綿
類
、
紗
羅
紗
」
「
其
外
珍
器
、
薬
種
、
砂
糖

等
」
が
満
載
さ
れ
て
い
る
の
を
、
「
宝
物
彩
し
く
積
み
て
あ
る
は
天
よ
り
吾

に
あ
た
へ
給
ふ
所
な
れ
ば
」
と
喜
び
、
「
舶
中
の
宝
物
を
悉
く
拾
い
以
て
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

山
へ
密
に
隠
し
置
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
「
東
遊
雑
記
」
に
も
「
北
方
よ

り
渡
り
来
る
衣
服
は
、
随
分
富
饒
の
夷
人
な
ら
で
は
着
用
せ
ず
」
と
あ
り
、

蝦
夷
地
以
外
か
ら
渡
っ
て
く
る
衣
類
も
希
少
品
で
あ
り
、
珍
重
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
、
「
古
よ
り
持
ち
伝
え
、
こ
の
器
ば
か
り
は

何
を
あ
た
い
に
遣
わ
し
候
い
て
も
、
交
易
に
せ
ざ
り
し
」
「
シ
ト
ケ
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
女
性
用
の
首
か
ざ
り
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
唐
太
渡
の
玉
」
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ト
ン
ボ
玉
を
連
ね
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
藤
重
蔵
の
史
料
に
は
、
ア
ッ

110　（770＞



前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩崎）

ゲ
ゾ
以
東
の
地
威
で
、
ケ
シ
イ
ラ
ゾ
フ
ケ
イ
デ
ク
ル
意
趣
密
着
、
蝦
夷
宝
と

唱
へ
候
も
の
」
を
持
つ
の
は
、
ア
ッ
ケ
シ
の
イ
コ
ト
イ
と
い
う
ア
イ
ヌ
し
か

　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
な
い
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
蝦
夷
地
の
特
産
と
し
て
和
人
と
の
交
易
に
当

て
ら
れ
た
鷲
羽
の
な
か
に
、
ア
イ
ヌ
に
も
特
に
貴
ば
れ
る
珍
ら
し
い
種
類
の

羽
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
宝
」
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
に
は
、
蒋
絵
の
漆
器
類

や
柄
な
ど
に
細
工
を
施
し
た
刀
剣
な
ど
の
日
本
の
産
物
以
外
に
、
カ
ラ
フ
ト
、

千
島
列
島
か
ら
渡
っ
て
く
る
布
や
ト
ン
ボ
玉
な
ど
の
品
々
も
含
ま
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
ア
イ
ヌ
の
「
宝
」
と
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
蝦
夷
地
で
は
産
出
し

な
い
他
地
域
か
ら
の
移
入
品
で
あ
り
、
美
し
い
装
飾
晶
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
移
入
品
を
「
宝
」
と
し
て
珍
重
す
る
傾

向
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
六
四

三
年
に
蝦
夷
地
か
ら
南
千
島
、
カ
ラ
フ
ト
を
探
検
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
の
カ
ス
ト
リ
カ
ム
号
司
令
官
フ
リ
ー
ス
の
ク
ナ
シ
リ
島
の
記
録
に
は
、

「
一
連
の
ガ
ラ
ス
玉
を
女
と
子
供
の
頸
の
周
り
に
掛
け
て
や
る
と
、
た
い
へ

ん
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
た
し
、
ま
た
銘
々
の
女
に
白
い
麻
布
の
小
切
れ

を
与
え
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
も
形
容
の
で
き
な
い
ほ
ど
、
幸
福
そ
う
な
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
す
る
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
や
、
あ
る
長
老
が
「
見
事
な
ラ
ヅ
コ
の

毛
皮
を
く
れ
た
の
で
、
私
も
、
ラ
ン
チ
の
中
で
見
つ
け
た
船
用
の
斧
を
贈
っ

た
と
こ
ろ
、
彼
の
喜
び
よ
う
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
お
ゆ
移
入
品
を
貴
ぶ
ア
イ
ヌ
の
攣
が
よ
く
わ
か
る
・
ま
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「（

ｷ
老
の
）
刀
の
金
具
に
は
銀
が
嵌
め
て
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、

轟
轟
の
ア
イ
ヌ
が
意
匠
の
尽
く
さ
れ
た
刀
剣
を
携
え
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
幕
末
に
蝦
夷
地
を
探
検
し
た
松
浦
武
四
郎
は
多
量
の
日
記
を
残
し
て
い
る

が
、
洞
爺
湖
近
く
の
あ
る
ア
イ
ヌ
の
家
を
訪
れ
た
時
、
「
其
よ
り
家
の
宝
を

見
せ
け
る
が
、
銀
津
浪
の
鍔
五
十
余
韻
、
蝦
夷
太
刀
廿
七
腰
、
短
刀
十
七
腰
、

何
れ
も
金
銀
を
ち
り
ば
め
、
中
に
は
鞘
一
面
に
銀
に
て
包
み
し
も
有
る
也
、

其
彫
は
至
て
古
代
の
も
の
に
て
、
中
々
近
世
の
も
の
に
て
な
し
。
中
に
も
小

刀
に
は
頗
る
形
奇
様
に
成
も
の
も
見
た
り
、
其
外
錫
の
銚
子
・
銀
の
記
号
ツ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

銀
の
呑
箸
・
山
名
錦
・
四
爪
の
窄
紬
・
行
器
・
盃
・
盃
台
等
は
、
中
々
数
も

　
　
　
⑮

し
ら
れ
ず
」
と
記
録
し
て
い
る
。
幕
末
に
お
い
て
も
先
に
見
た
品
々
が
や
は

り
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
「
宝
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
に
、
移
入
さ
れ
た
装
飾
贔
の
尊
重
は
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
か
ら

㎜
九
世
紀
半
ば
ま
で
を
通
じ
た
ア
イ
ヌ
の
嗜
好
で
あ
っ
た
。

　
①
串
原
正
峯
「
夷
諺
俗
話
」
一
七
九
二
年
、
『
目
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻

　
　
（
以
下
集
成
と
省
略
）
四
八
八
頁
（
三
一
書
房
）
。
本
稿
で
は
史
料
と
し
て
主
に
刊

　
　
本
を
利
用
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
句
読
点
を
修
正
し
た
。

　
②
最
上
徳
内
「
渡
島
筆
記
」
一
八
○
八
年
、
集
成
五
三
三
頁
。

　
③
松
浦
武
四
郎
『
丁
巳
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
臼
誌
』
上
巻
（
以
下
、
武
四
郎

　
　
丁
巳
上
、
下
巻
は
丁
巳
下
と
省
略
）
一
ニ
ニ
頁
、
一
八
五
七
年
（
北
海
道
出
版
企

　
　
画
セ
ン
タ
ー
）
。

　
④
　
平
秩
東
作
「
東
遊
記
」
｝
七
八
四
年
、
集
成
四
二
三
頁
。
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⑤
古
河
古
松
軒
『
二
型
雑
記
』
一
六
六
頁
、
一
七
入
七
年
（
平
凡
社
）
。

⑥
　
最
上
徳
内
「
鍛
夷
国
風
俗
人
情
之
沙
汰
」
一
七
九
〇
年
、
集
成
四
七
一
一
頁
。

⑦
前
掲
⑤
エ
ハ
ニ
～
エ
ハ
猛
頁
。

⑧
　
前
掲
④
　
一
一
五
頁
。

⑨
最
上
園
内
「
蝦
夷
談
肇
記
」
集
成
三
九
二
頁
、
前
掲
①
五
〇
〇
頁
、
前
掲
③
四

　
三
〇
頁
。

⑩
『
大
日
本
近
世
史
料
近
藤
重
蔵
蝦
夷
地
関
係
史
料
蓋
（
以
下
、
近
藤
史
料
1

　
と
省
略
）
二
五
一
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
。

⑪
北
野
保
男
『
一
六
四
三
年
ア
イ
ヌ
社
会
探
訪
記
ー
フ
リ
ー
ス
船
隊
航
海
記
録
』

　
五
七
頁
（
雄
山
閣
、
　
九
八
三
年
）
。

⑫
同
右
五
九
頁
。

⑬
同
右
五
八
頁
。
一
七
没
紀
末
年
に
蝦
夷
地
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
の
記
録
（
池
内

　
敏
「
李
志
恒
『
漂
舟
録
』
に
つ
い
て
」
（
『
鳥
取
大
学
聖
岳
部
紀
要
』
二
八
）
）
に

　
も
、
ア
イ
ヌ
が
「
瑠
皮
の
服
」
「
狐
皮
し
な
ど
と
引
き
換
え
に
、
三
重
人
か
ら
「
服
」

　
「
水
晶
」
「
食
雛
」
な
ど
を
得
て
、
非
常
に
喜
ん
だ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

⑭
前
掲
⑤
『
東
遊
雑
記
』
（
一
六
二
頁
）
は
、
蝦
夷
錦
に
つ
い
て
「
夷
入
の
い
う
、

　
こ
の
衣
の
出
ず
る
國
に
お
い
て
は
、
織
紋
の
形
に
て
貴
賎
を
わ
か
つ
賞
服
な
り
と

　
い
え
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
察
し
見
る
に
」
と
し
て
、
「
最
上
の
鏑
を
以
て
製
せ
し

　
衣
に
は
五
二
の
小
龍
に
㌍
の
字
」
等
々
の
特
徴
を
あ
げ
、
以
下
、
贔
質
が
落
ち
る

　
に
従
い
、
四
山
嶺
、
三
爪
龍
と
摸
様
に
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

⑮
武
四
郎
丁
三
下
三
＝
頁
。

　
　
　
　
　
　
三
　
「
宝
」
の
社
会
的
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
新
井
白
石
は
『
蝦
夷
志
』
で
、
「
約
を
盟
い
儒
を
結
ぶ
に
は
、
皆
な
其
の

宝
を
用
い
、
罪
を
購
う
も
亦
之
の
如
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
す
る
近
世
の
記
録
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
手
印
」
・
「
ツ
グ
ナ
イ
」
と

表
現
さ
れ
、
「
宝
」
は
単
に
賞
翫
す
る
も
の
で
は
な
く
、
交
易
以
外
の
場
で

や
り
と
り
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
自
石
に
よ
る
契
約

と
賑
罪
の
二
つ
の
分
類
に
従
っ
て
、
「
宝
」
の
当
会
的
機
能
を
見
て
い
く
。

　
1
　
契
　
約

　
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の
鎮
定
に
あ
た
っ
た
松
前
藩
士
新
井
田
孫
三

郎
の
日
記
（
以
下
、
「
漸
井
田
日
記
」
と
省
略
す
る
）
に
は
、
ア
ッ
ケ
シ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
イ
ヌ
か
ら
、
新
井
田
ら
松
前
藩
兵
が
「
大
下
も
〈
東
蝦
夷
地
の
奥
地
－
原

注
〉
悪
党
夷
地
近
く
」
、
す
な
わ
ち
ア
ッ
ケ
シ
よ
り
さ
ら
に
東
、
事
件
の
現

場
近
く
に
ま
で
「
御
下
り
被
成
候
事
」
は
「
甚
危
事
」
で
あ
り
、
「
拙
者
と
も

何
れ
へ
成
共
御
使
に
参
御
用
相
勤
口
問
、
何
卒
同
所
（
ア
ッ
ケ
シ
ー
岩
崎
注
、

以
下
括
弧
内
同
じ
）
に
御
止
り
被
下
」
た
く
、
そ
の
「
手
印
」
に
「
タ
ソ
ネ

　
④

ツ
フ
一
振
差
出
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
薪
井
田
は
、
「
あ

っ
け
し
は
手
遠
に
て
用
向
不
弁
故
の
つ
か
ま
ふ
（
地
名
、
ノ
ッ
カ
マ
フ
）
迄

も
進
ま
す
重
て
は
見
手
も
不
相
立
」
旨
を
説
明
し
、
結
局
「
手
印
相
下
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
ア
ッ
ケ
シ
に
滞
在
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
に
超
し

て
ア
イ
ヌ
か
ら
刀
剣
す
な
わ
ち
「
宝
」
が
差
し
出
さ
れ
、
新
井
田
が
受
け
取

り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
、
要
求
の
拒
否
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
「
嘉
し
の
受
け
取
り
が
要
求
の
受
入
れ
を
意
味
し
て
い

た
事
例
を
新
井
田
周
記
に
確
認
で
き
る
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
和
人
襲
撃
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前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩隠）

事
件
の
際
、
ノ
ツ
カ
マ
フ
の
有
力
者
シ
ョ
ソ
コ
は
、
庄
蔵
と
い
う
和
人
が
セ

ソ
ト
キ
と
い
う
ア
イ
ヌ
に
助
け
ら
れ
、
チ
ウ
ル
イ
（
地
名
）
で
養
生
し
て
い

る
の
を
見
つ
け
て
、
「
私
手
を
負
候
八
潮
落
涙
い
た
し
、
夷
に
て
も
助
か
り

難
き
疵
に
能
ぞ
詐
り
候
」
と
雷
っ
て
「
是
よ
り
の
つ
か
ま
ふ
へ
連
動
直
話
申
」

し
出
た
。
し
か
し
、
セ
ソ
ト
キ
は
「
是
迄
此
方
に
て
介
抱
致
候
間
、
疵
快
気

次
第
し
ら
ぬ
か
（
地
名
、
シ
ラ
ヌ
カ
）
迄
送
届
け
可
申
」
と
拒
絶
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
に
対
し
て
シ
ョ
ソ
コ
は
「
達
て
許
可
軍
記
に
て
、
エ
モ
シ
一
振
差
出
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
、
セ
ン
ト
キ
に
「
得
心
為
致
」
て
い
る
。
こ
の
結
果
庄
蔵
は
シ
ョ
ン
コ
の

手
に
よ
っ
て
新
井
田
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

　
第
一
次
幕
領
化
前
後
の
蝦
夷
地
の
状
況
を
克
閉
に
記
し
た
近
藤
重
蔵
の
史

料
で
は
、
エ
ト
ロ
フ
で
「
嘱
冬
材
木
並
薪
伐
出
し
、
場
所
々
々
江
集
り
相
学

手
序
、
虫
秋
寅
吉
・
又
四
郎
汐
申
渡
候
、
為
証
拠
乙
名
（
有
力
者
層
）
共
汐

　
　
　
　
⑧

預
置
候
手
印
」
と
し
て
、
誰
か
ら
何
が
差
し
出
ざ
れ
て
い
た
の
か
記
録
し
て

あ
り
、
刀
や
鍔
な
ど
の
「
宝
」
が
冬
の
間
に
材
木
を
伐
採
す
る
約
束
の
「
手

印
」
と
し
て
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
宝
」
の
授

受
を
媒
介
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
約
束
、
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
象
が
契
約
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
菊

池
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の
さ
い
、
「
お
味
方

手
印
」
を
藩
側
に
差
し
出
す
ア
イ
ヌ
が
い
た
。
殺
害
を
免
れ
た
伝
七
と
晋
兵

衛
が
、
ツ
キ
ノ
イ
と
い
う
人
物
か
ら
「
御
味
方
手
印
し
と
し
て
預
っ
て
き
た

「
猟
虎
二
枚
、
真
羽
三
把
」
を
、
新
井
田
に
渡
し
た
と
い
う
新
井
田
日
記
の

記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
薪
井
田
は
「
右
請
取
印
、
猶
又
此
度

徒
党
の
夷
馬
跳
連
来
命
様
の
印
に
タ
ソ
ネ
ツ
フ
一
振
差
遣
筈
の
処
、
取
忘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
て
い
た
た
め
に
、
「
当
所
長
人
弟
シ
ツ
タ
フ
カ
」
を
ツ
キ
ノ
イ
へ
使
い
に

出
し
て
い
る
。
「
宝
」
を
渡
す
と
い
う
戸
井
田
の
行
為
が
、
ツ
キ
ノ
イ
か
ら

差
出
さ
れ
た
「
御
味
方
手
印
」
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
新
井
田
日
記
に
は
、
事
件
主
謀
者
の
処
刑
に
対
し
て
ア
イ
ヌ
の

側
が
反
発
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
た
時
、
ツ
キ
ノ
イ
他
数
名
の
有
力
者
層
か
ら

「
誰
申
出
候
共
な
く
度
々
騒
々
式
義
奉
恐
入
」
る
の
で
、
「
向
後
は
」
自
分
た

ち
一
同
で
「
御
陣
屋
を
取
巻
居
候
事
故
被
仰
付
を
相
守
」
り
、
「
め
な
し
夷
共

を
始
磐
如
何
様
の
義
出
来
仕
世
論
、
少
も
御
苦
労
に
相
掛
」
け
な
い
つ
も
り

で
あ
る
の
で
、
そ
の
「
御
印
と
し
て
乍
粗
末
壱
品
宛
通
詞
共
迄
差
出
」
す
と

い
う
申
し
出
が
あ
り
、
実
際
に
差
し
出
さ
れ
た
「
乎
印
都
合
十
九
振
」
が
記

　
　
　
　
　
⑳

録
さ
れ
て
い
る
。
「
宝
」
の
授
受
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
契
約
の
対
象
と
し

て
、
人
的
協
力
関
係
を
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
生
産
活
動
を
行
う
漁
場
領
域
の
境
界
も
ま
た
「
宝
」
に
よ
っ
て
担

保
さ
れ
た
。
安
政
年
間
に
成
立
し
た
「
協
和
雑
役
」
に
は
、
「
夷
人
ど
も
各

所
に
酋
長
を
立
て
以
て
農
地
を
治
む
。
其
治
む
る
所
の
地
界
を
定
め
て
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

是
は
何
の
領
、
彼
は
某
の
領
と
、
宛
然
封
県
の
諸
候
小
な
る
が
如
し
」
と
あ

る
。
「
酋
長
」
に
よ
る
領
域
統
治
の
問
題
に
つ
い
て
は
詳
し
く
検
討
す
る
余
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地
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ア
イ
ヌ
社
会
に
領
域
概
念
の
あ
っ
た
こ
と
に
注
議

し
た
い
。
そ
し
て
、
領
域
と
は
「
い
つ
れ
の
頃
に
や
、
ネ
モ
ロ
（
地
名
）
領

の
内
ニ
シ
ベ
ツ
ブ
ト
（
地
名
）
よ
り
ポ
ソ
ケ
ネ
カ
（
地
名
）
辺
を
、
ク
ス
リ

（
地
名
）
領
の
夷
人
へ
、
か
の
宝
も
て
売
り
渡
す
。
ク
ス
リ
領
に
て
は
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

川
に
て
食
料
の
鮭
を
喰
つ
づ
け
た
り
と
い
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漁
携
活
動

を
行
う
場
と
し
て
の
漁
場
で
あ
り
、
「
宝
」
に
よ
っ
て
「
売
買
」
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
売
買
」
は
、
「
宝
も
て
漁
場
を
買
取
り
た
る
は
急
度
い
ひ
伝
え
て

後
の
世
ま
で
も
忘
失
こ
と
な
く
、
祖
父
或
は
曾
祖
父
の
晴
何
々
の
鍔
、
あ
る

い
は
偲
刀
も
て
買
お
け
り
な
ど
、
シ
ャ
モ
等
の
立
入
り
い
ひ
く
ろ
め
ん
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
と
も
中
々
に
動
か
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

武
四
郎
の
日
記
に
は
、
「
ア
フ
タ
（
地
名
）
、
ウ
ス
（
地
名
）
の
土
人
の
老
人

等
」
に
対
し
て
、
「
イ
ソ
ヤ
（
地
名
）
の
領
分
」
内
の
シ
ヲ
ベ
ッ
川
上
流
に
、

「
何
故
に
ア
フ
タ
並
に
ウ
ス
の
土
人
等
の
者
の
漁
場
」
が
有
る
の
か
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、
「
昔
時
よ
り
の
云
伝
え
も
有
な
ば
申
聞
せ
と
尋
」
ね
た
場
面

が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
聞
ま
ま
を
し
る
し
置
も
の
也
」
と
し
て
「
最
早

何
百
年
と
も
し
れ
ざ
る
が
、
其
む
か
し
」
と
い
う
語
り
出
し
の
老
ア
イ
ヌ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

回
答
が
記
さ
れ
て
お
り
、
君
の
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
絹
続
さ
れ
る
「
宝
」
は
、
世
代
を
越
え
て
言
伝
え
の
証
拠
と
さ

れ
た
。
幕
末
の
第
二
次
幕
領
期
、
ネ
モ
召
の
ア
イ
ヌ
と
ク
ス
リ
の
ア
イ
ヌ
の

間
で
、
ネ
モ
ロ
側
に
あ
る
ニ
シ
ベ
ツ
淵
の
漁
場
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
っ
た
。

事
の
発
端
は
、
ニ
シ
ベ
ツ
川
上
は
昔
か
ら
ク
ス
リ
の
領
域
で
あ
っ
た
が
、
ネ

モ
ロ
の
側
が
川
口
に
網
を
張
り
、
川
上
へ
鮭
が
上
ら
な
い
漁
法
を
と
っ
た
た

め
、
ク
ス
リ
の
ア
イ
ヌ
が
困
り
、
ネ
モ
ロ
側
に
談
判
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ネ
モ
ロ
は
ニ
シ
ベ
ツ
川
の
漁
場
「
売
買
」
に
つ
い
て
は
一
切

伝
え
聞
い
て
い
な
い
と
し
て
、
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
ア
ッ
ケ
シ
会
断
に

訴
え
出
た
。
そ
の
た
め
双
方
の
主
張
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
ク
ス
リ
側
が
、
か
つ
て
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
種
類
の
「
宝
」
が
ネ

モ
ロ
側
の
誰
に
渡
さ
れ
た
の
か
、
伝
承
の
内
容
を
詳
し
く
訴
え
る
一
方
で
、

ネ
モ
ロ
側
は
「
宝
」
な
ど
一
切
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
「
売
買
」

の
事
実
は
な
い
と
応
じ
て
い
る
。

　
最
終
的
に
こ
の
争
論
は
、
役
所
の
指
導
で
示
談
に
持
込
ま
れ
、
命
題
上
ク

ス
リ
の
勝
訴
で
決
着
す
る
が
、
そ
の
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
ネ
モ
ロ
の
惣
小
使
陣
平
ら
を
）
今
般
御
呼
出
に
相
成
、
ク
ス
リ
庄
屋

　
　
清
一
郎
（
ア
イ
ヌ
名
メ
ン
カ
ク
シ
）
、
惣
年
寄
武
助
（
ア
イ
ヌ
名
は
不

　
　
明
）
、
其
真
前
引
合
漁
者
罷
出
、
再
御
突
合
双
方
熟
談
仕
候
様
被
仰
付

　
　
候
に
付
談
判
仕
候
処
、
ク
ス
リ
庄
屋
・
惣
年
寄
申
聞
事
に
は
、
川
口
よ

　
　
り
川
上
迄
買
講
書
川
天
趣
被
申
聞
候
得
共
、
私
（
陣
平
）
共
不
分
明
候

　
　
処
、
（
ネ
モ
臨
写
の
）
四
郎
左
衛
門
（
ア
イ
ヌ
名
は
不
明
）
祖
父
イ
カ
シ

　
　
ュ
ソ
テ
と
申
者
え
、
右
川
筋
之
儀
後
見
被
椙
頼
候
に
付
、
ク
ス
リ
庄
屋

　
　
祖
父
ベ
ケ
レ
ニ
シ
よ
り
銀
細
工
太
刀
鞘
壱
本
・
銀
盃
六
ツ
相
贈
り
、
川
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前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩綺）

　
　
口
よ
り
川
上
迄
後
見
無
根
頼
候
趣
、
無
品
之
内
太
刀
鞘
は
四
郎
左
衛
門

　
　
之
家
に
有
之
、
盃
は
親
類
陣
平
方
に
有
之
飯
事
は
、
全
く
ク
ス
リ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
出
費
品
に
て
、
同
所
庄
屋
申
聞
候
次
第
相
違
も
無
之
と
奉
十
悪

　
「
売
買
」
に
際
し
て
や
り
と
り
さ
れ
た
「
宝
」
の
有
無
は
、
結
局
確
認
で

き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ク
ス
リ
の
ベ
ケ
レ
ニ
シ
と
い
う
ア
イ
ヌ
か
ら
、

太
刀
な
ど
を
渡
さ
れ
て
「
売
買
」
の
「
後
見
」
を
頼
ま
れ
た
ネ
モ
ロ
の
イ
カ

シ
ュ
ン
テ
と
い
う
人
物
の
子
孫
に
、
そ
の
と
き
の
「
宝
」
が
持
ち
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
決
め
手
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
世
代
前
に
や
り
と
り
さ
れ
た

「
宝
」
の
有
無
は
最
後
ま
で
問
題
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ

う
に
、
あ
る
漁
場
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
「
宝
」
の
移
動
が
あ
り
、
稲
続
さ
れ

た
「
宝
」
は
そ
の
証
拠
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
史
料
に
従
っ
て
「
売
買
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

き
た
。
近
世
の
史
料
に
「
宝
の
取
遣
を
す
る
を
見
れ
ば
、
金
銀
銭
の
通
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

か
は
る
こ
と
な
し
」
と
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
を
貨
幣
を
媒

介
と
し
た
所
有
権
の
移
転
と
い
う
、
近
代
的
な
イ
メ
…
ジ
で
と
ら
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
イ
ヌ
社
会
に
お
け
る
所
有
の
観
念
が
ま
だ
明

ら
か
で
は
な
い
し
、
「
遣
戸
は
そ
れ
を
入
手
す
る
に
い
た
っ
た
由
来
の
言
伝

え
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
貨
幣
の
よ
う
な
抽
象
性
は
持
た
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
聞
題
に
踏
込
む
力
は
な
く

今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
さ
し
あ
た

り
、
「
売
買
」
を
『
宝
」
を
引
き
換
え
に
し
た
利
用
権
の
獲
得
と
い
う
意
味
ど

し
て
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

　
「
宝
」
に
よ
る
契
約
の
も
う
～
つ
の
対
象
と
し
て
、
婚
姻
を
あ
げ
て
お
き

た
い
。
薪
井
田
日
記
に
は
ク
ナ
シ
リ
の
支
配
人
「
左
兵
衛
と
学
者
は
ウ
テ
ク

ン
テ
蝦
夷
方
よ
リ
オ
ノ
ヤ
マ
と
申
女
方
を
買
取
候
趣
に
て
」
、
「
夫
婦
世
帯
持

　
　
　
　
　
⑰

同
様
に
致
居
候
」
と
い
う
伝
聞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
右
の
検
討
か
ら
考
え

る
と
、
「
買
取
」
の
語
は
、
左
兵
衛
が
オ
ノ
ヤ
マ
を
「
女
房
」
に
適
え
る
際

に
、
「
宝
」
の
授
受
が
あ
っ
た
事
実
を
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。
ア
イ
ヌ
同
士
の
婚
姻
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
岡
様
の
例
が
み
ら
れ
る
。

ク
ナ
シ
リ
の
ト
ベ
ブ
シ
と
い
う
人
物
が
シ
ベ
ツ
の
有
力
者
の
美
し
い
娘
に
求

婚
す
る
際
、
「
金
持
ひ
網
引
形
の
太
刀
と
云
ふ
重
蝦
夷
第
一
の
宝
物
娘
代
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
て
出
し
、
（
そ
の
女
を
）
妻
に
持
」
つ
た
と
い
う
言
倭
え
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
宝
」
は
、
婚
姻
に
際
し
て
男
性
か
ら
女
性
の
側
に
渡
さ
れ

る
い
わ
ゆ
る
婚
資
と
し
て
、
授
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2
　
紛
争
解
決
と
贈
罪

　
　
　
　
　
⑲

　
「
北
海
随
筆
」
の
「
蝦
夷
の
法
を
犯
し
不
儀
有
る
時
は
罪
の
償
と
し
て
宝

物
を
出
さ
し
め
て
相
手
へ
謝
す
。
其
罪
の
軽
重
に
よ
り
て
宝
物
の
数
に
増
減

あ
り
。
た
と
え
ば
宝
物
二
十
と
云
時
は
エ
グ
チ
～
刀
を
出
し
て
も
、
鍔
、
小

柄
、
厨
貫
と
取
分
て
二
十
の
数
に
入
る
な
り
」
と
い
う
記
録
や
、
「
蝦
夷
生

詐
図
説
」
の
「
夷
人
の
法
に
喧
嘩
争
闘
の
事
あ
れ
ば
最
た
る
者
の
方
よ
り
あ
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⑳

や
ま
り
の
証
と
し
て
宝
器
を
出
す
也
。
是
を
ツ
グ
ノ
イ
と
称
す
し
と
い
う
記

述
に
見
え
る
よ
う
に
、
「
宝
」
に
は
「
罪
を
購
う
」
財
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ

た
。　

紛
争
に
お
い
て
「
宝
」
が
ど
の
よ
う
に
や
り
と
り
さ
れ
る
の
か
、
ア
ヅ
ケ

シ
の
イ
コ
ト
イ
と
い
う
ア
イ
ヌ
に
関
わ
る
二
つ
の
争
論
の
事
例
か
ら
具
体
的

に
見
て
お
こ
う
。

　
一
つ
め
の
紛
争
は
、
イ
コ
ト
イ
が
ク
ラ
ソ
ベ
テ
と
い
う
ア
ッ
ケ
シ
の
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヌ
を
殺
害
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
は
じ
め
イ
コ
ト
イ
は
「
酔
興
之
上
及

殺
傷
」
ん
だ
の
で
、
「
宝
可
差
出
候
二
六
用
捨
呉
心
様
と
て
太
刀
一
、
産
具

之
矢
筒
一
、
脇
指
一
」
を
被
害
者
の
子
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
に
送
っ
た
。
コ
タ
ン

シ
ャ
ム
は
「
父
之
三
二
候
蓮
納
得
」
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
「
ユ
ー
ヅ
ル
カ
其

外
之
者
共
中
分
致
し
」
、
イ
コ
ト
イ
の
弟
イ
ニ
ン
カ
リ
が
「
ウ
ル
ッ
プ
汐
田
筆

致
候
ハ
・
、
同
人
凌
も
多
分
之
宝
可
差
出
候
間
、
今
少
相
待
候
様
申
宥
」
め

た
。
ま
た
、
被
害
者
の
埋
葬
の
た
め
に
イ
コ
ト
イ
か
ら
「
脇
指
｝
領
、
色
小

袖
一
」
を
送
っ
た
が
、
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
は
「
離
之
物
故
家
内
へ
も
不
入
差
置
」

い
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
乙
名
ポ
キ
ン
ト
リ
と
申
者
申
宥
、
小
袖
は
差
返
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

脇
指
は
屍
に
附
葬
申
」
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
は
「
乙
名

共
中
分
取
扱
候
二
付
与
猶
予
致
居
候
へ
共
、
何
レ
ニ
も
父
の
鎌
報
知
覚
悟
」

で
あ
る
と
し
て
、
「
一
族
寄
集
り
鑓
脇
指
を
磨
、
弓
矢
を
推
」
え
、
イ
ニ
ソ

カ
リ
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
嶽
ど
な
く
イ
ニ
ン
カ
リ
は
ア
ッ
ケ
シ
に
戻
り
、

イ
コ
ト
イ
か
ら
「
兼
而
約
束
致
置
候
通
宝
と
も
取
集
、
従
是
持
参
可
致
候
間
、

一
族
不
残
家
内
二
参
居
候
様
」
申
入
れ
て
き
た
。
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
一
族
は
「
宝

取
候
上
綴
を
報
可
申
と
相
喜
」
ん
で
待
ち
受
け
て
い
る
と
、
「
其
夜
イ
コ
ト

イ
井
イ
ニ
ソ
カ
リ
廓
外
ウ
タ
ソ
と
も
凡
四
五
十
人
召
連
参
り
、
コ
タ
ン
シ
ャ

ム
家
を
取
囲
」
み
、
イ
コ
ト
イ
は
、
「
先
年
自
分
父
エ
ト
ロ
フ
江
参
候
節
、
宝

三
十
箱
ク
ラ
ソ
ベ
テ
江
預
置
候
処
、
留
守
中
右
箱
を
開
き
井
已
前
コ
タ
ン
シ

ャ
ム
を
エ
ト
ロ
フ
江
連
参
候
節
悪
事
有
之
、
其
上
酔
興
三
囲
不
慮
に
致
殺
傷

候
証
拠
は
葬
送
之
節
脇
指
相
送
り
隠
田
有
之
候
処
、
却
而
鎌
を
報
可
申
旨
申

合
候
段
不
嘱
望
意
候
」
と
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
側
の
過
去
の
過
ち
を
あ
げ
連
ね
、

「
一
族
之
者
心
残
打
殺
幽
間
左
様
心
得
候
様
」
と
威
圧
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
側
は
「
一
家
一
族
之
乙
供
二
十
五
人
、
案
外
密
事
二
郷
十

方
二
暮
レ
、
小
人
数
二
而
蓮
も
切
合
候
事
も
不
相
馬
、
只
管
詫
醤
申
立
」
て

た
。
す
る
と
イ
コ
ト
イ
は
「
左
候
ハ
・
殺
誤
写
ハ
可
致
用
捨
風
聞
、
宝
差
出

候
様
一
こ
要
求
。
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
「
一
族
之
着
共
謹
上
太
刀
三
・
脇
指
・
矢

筒
・
行
器
之
類
凡
三
十
五
品
、
身
上
有
丈
ケ
差
出
」
し
た
が
、
イ
コ
ト
イ
は

「
尚
も
不
足
之
由
二
而
家
内
に
罷
在
民
小
女
壱
人
召
連
引
取
ウ
タ
レ
と
致
」

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
件
は
決
着
し
た
。

　
二
つ
め
の
争
論
は
、
イ
コ
ト
イ
と
エ
ト
ロ
フ
の
コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
ら
と
の

間
に
起
こ
っ
た
、
イ
コ
ト
イ
の
母
パ
ッ
コ
の
舟
の
利
用
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ

　
㊧っ

允
。
そ
れ
に
よ
れ
擢
、
バ
ッ
コ
の
舟
を
コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
た
ち
が
使
用
し
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て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ユ
ト
イ
ば
π
何
故
バ
ヅ
コ
舟
を
自
由
二
致
候
哉

と
難
題
申
懸
」
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
ら
は
「
バ
ッ
コ

汐
借
り
置
候
」
と
答
え
た
が
、
イ
コ
ト
イ
は
「
夫
二
而
は
不
相
済
義
と
て
彼

此
及
争
論
、
能
善
キ
償
宝
差
出
候
様
」
要
求
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
シ
ョ
シ
ア

　
　
　
　
　
ミ

イ
ノ
ら
は
、
「
脇
指
・
蒔
絵
盃
・
行
器
取
揃
差
遣
」
し
た
が
、
イ
コ
ト
イ
は

「
尚
も
不
足
之
由
三
朋
納
得
」
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
争
い
は
こ
じ
れ
、

コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
た
ち
が
武
力
対
決
の
意
志
を
固
め
た
と
こ
ろ
、
イ
コ
ト
イ

は
「
今
少
宝
冠
越
畑
ハ
・
私
談
可
致
と
申
遣
」
わ
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
シ

ョ
シ
ア
イ
ノ
ら
が
「
承
知
不
致
候
心
付
」
、
今
度
は
「
イ
コ
ト
イ
汐
米
二
俵
為

持
遣
揉
合
候
義
は
相
警
告
候
様
、
左
候
ハ
・
此
迄
取
来
候
宝
相
返
可
申
」
と

申
入
れ
が
あ
り
、
こ
の
段
階
で
コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
ら
は
ひ
と
ま
ず
鉾
を
お
さ

め
た
。
そ
の
後
ク
ナ
シ
リ
の
イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ
と
い
う
人
物
が
エ
ト
ロ
フ
に
渡

っ
て
き
た
と
き
「
中
分
」
に
入
り
両
者
は
和
解
す
る
に
至
っ
た
。

　
両
方
を
比
較
し
な
が
ら
事
件
の
経
過
を
追
っ
て
み
よ
う
。
ク
ラ
ン
ベ
テ
殺

人
一
件
で
は
、
殺
害
者
の
イ
コ
ト
イ
が
被
害
者
の
患
子
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
へ
、

バ
ッ
コ
舟
の
一
件
で
は
コ
シ
ョ
シ
ア
イ
ノ
ら
が
イ
コ
ト
イ
へ
「
宝
」
を
渡
し

て
い
る
。
両
方
と
も
に
、
は
じ
め
の
段
階
で
当
慕
者
間
で
「
宝
」
の
授
受
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
場
合
は
「
宝
」
を
受
け
取
る
側
の
コ
タ

ン
シ
ャ
ム
が
、
後
者
の
場
合
は
「
宝
」
を
要
求
す
る
側
の
イ
コ
ト
イ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
納
得
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
武
力
対
決
の
段
階
に
移
行
す
る
。
前
老

で
は
イ
コ
ト
イ
が
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
の
家
を
包
囲
v
武
力
で
威
圧
し
、
逆
に
瞥
宝
し

を
と
っ
て
決
着
さ
せ
て
い
る
し
、
家
老
で
は
、
イ
コ
ト
イ
の
方
が
態
度
を
軟

化
さ
せ
、
米
を
渡
し
「
宝
」
を
返
す
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
ひ
と
ま
ず
和
解

を
取
り
付
け
て
い
る
。
両
者
に
は
、
事
件
発
生
↓
「
宝
」
の
授
受
の
不
成
立

（
1
1
交
渉
決
裂
）
↓
武
力
対
決
↓
「
宝
」
の
授
受
の
成
立
（
U
事
件
決
着
）
（
図

2
）
と
い
う
共
通
の
流
れ
が
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
「
宝
」
が
移
動
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
　
二
つ
の
事
件
の
経
過
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
宝
」
の
や
り
と
り

が
行
わ
れ
る
段
階
で
「
中
分
」
す
る
ア
イ
ヌ
が
い
た
事
実
で
あ
る
。
ク
ラ
ン

ベ
テ
殺
害
一
件
で
は
ユ
ー
ヅ
ル
カ
や
ポ
キ
ン
ト
リ
が
、
バ
ッ
コ
舟
一
件
で
は

調停

（中分）

調停

（中分）

　　　　　事件発生
　　　　　　　，

　　　　「宝」の差出し

「宝」の拒否　　　「宝」の受取

　　　壱　　　　↓
　武力対決　　　　　決　　着
　　　壱

「宝」の差出し

　　　　　　　　　「宝」の受取「宝」の拒否

幽　決㌔
　　　亨

　
　
イ
コ
リ
カ
ヤ
ニ
が
そ

　
　
れ
に
あ
た
る
。
右
の

　
　
三
人
は
い
わ
ば
紛
争

　
　
の
調
停
役
と
い
え
る

　
　
が
、
嶺
事
者
の
出
す

　図　
　
べ
き
ツ
グ
ナ
イ
を
肩

　
　
代
わ
り
し
て
仲
裁
す

　
　
る
場
合
も
確
認
で
き

　
　
る
。

　
　
　
先
述
の
オ
ラ
ン
ダ
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船
カ
ス
ト
リ
カ
ム
号
が
蝦
夷
地
を
探
検
し
た
さ
い
、
船
分
乗
組
員
が
ア
ッ
ケ

シ
の
ノ
イ
ア
サ
ッ
ク
と
い
う
有
力
者
の
娘
の
頭
を
叩
い
た
た
め
に
、
ノ
イ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

サ
ッ
ク
が
激
怒
す
る
と
い
う
審
件
が
起
こ
っ
た
。
カ
ス
ト
リ
カ
ム
号
側
は
事

態
を
重
視
し
、
周
辺
の
ア
イ
ヌ
か
ら
事
惜
を
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
聴
取
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
彼
ら
が
す
で
に
「
ノ
イ
ア
サ
ッ
ク
に
長

点
と
刀
を
各
一
品
与
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
満
足
し
て
い
る
に
違
い
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
後
、
司
令
官
ブ
リ
ー
ス
が
事
件
の
解
決
に
乗
り

出
し
最
終
的
に
和
解
、
ノ
イ
ア
サ
ッ
ク
は
「
長
衣
と
刀
」
を
元
の
持
ち
主
に

返
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
木
村
日
記
に
よ
れ
ば
、
近
藤
重
蔵
の
エ
ト
ロ
フ
渡
海
に
随
行
し
た

ア
イ
ヌ
の
一
人
が
「
小
便
」
の
た
め
に
上
陸
し
て
、
出
帆
時
刻
に
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
近
藤
は
「
怠
慢
」
で
あ
る
と
し
て
そ
の
ア
イ
ヌ
に
「
手

錠
」
の
罰
を
処
し
た
。
こ
の
た
め
、
別
の
ア
イ
ヌ
が
「
請
合
証
拠
」
と
し
て

鍔
を
差
し
出
し
「
御
免
願
出
」
し
た
と
こ
ろ
、
近
藤
は
そ
れ
を
受
け
て
「
手

錠
御
免
」
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
ー
和
人
交
易
に
お
い
て
も
同
様
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。

ア
ッ
ケ
シ
に
派
遣
さ
れ
た
松
前
藩
の
役
人
が
、
ビ
バ
セ
イ
（
地
名
）
の
ア
イ

ヌ
が
も
た
ら
し
た
交
易
品
の
な
か
に
「
偽
物
」
の
熊
阻
を
発
見
し
た
。
役
人

は
ア
ッ
ケ
シ
を
代
表
す
る
有
力
者
で
あ
っ
た
イ
コ
ト
イ
を
呼
出
し
「
艮
頃
の

撒
示
不
蠕
ゆ
へ
癒
り
と
て
次
に
呵
り
威
」
し
允
。
こ
れ
に
対
し
イ
コ
ト
イ
な
、

そ
の
馬
面
は
ク
ナ
シ
リ
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
品
で
あ
り
、

今
回
の
事
件
は
ビ
バ
セ
イ
の
ア
イ
ヌ
の
「
目
利
の
至
ら
ざ
る
誤
り
」
で
あ
っ

て
「
巧
た
る
餐
は
な
し
」
と
通
詞
林
右
衛
門
を
通
じ
て
訴
え
た
。
役
人
は
こ

れ
を
「
尤
な
る
事
な
れ
ど
も
誠
に
土
人
の
い
ふ
所
と
は
面
こ
へ
ず
。
其
方
頓

智
を
以
て
我
を
謀
ら
ん
為
に
霊
智
を
廻
ら
し
弁
舌
を
加
へ
利
口
を
い
ふ
者
な

ら
む
」
と
し
て
、
通
詞
林
右
衛
門
を
「
牢
舎
」
に
拘
留
し
た
。
付
近
の
和
人

た
ち
が
「
種
々
と
詫
び
」
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
イ
コ
ト
イ
ら
周
辺

の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
集
っ
て
、
通
詞
は
「
永
く
世
話
に
な
る
役
人
」
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

に
「
今
此
難
を
救
は
ず
ん
ば
禽
獣
に
劣
る
、
殊
に
土
人
の
妊
曲
よ
り
の
事
な

れ
ば
其
科
の
根
本
は
此
方
に
あ
り
、
依
て
等
閑
に
捨
て
は
置
難
し
、
此
上
は

な
る
た
け
の
義
理
を
立
つ
へ
き
所
也
と
て
」
、
「
銘
々
山
中
に
深
く
埋
め
或
は

古
木
の
朽
ち
た
る
椌
へ
入
れ
秘
蔵
せ
し
陣
太
刀
、
鞘
巻
の
太
刀
、
合
口
、
短

刀
、
其
外
宝
物
等
」
を
「
ツ
グ
ナ
イ
」
と
し
て
役
人
に
差
し
出
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
役
人
は
「
是
は
過
分
の
二
物
な
り
、
然
る
う
へ
は
林
右
衛
門
か
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
許
し
得
さ
す
べ
し
扁
と
し
て
通
詞
を
赦
免
し
た
。

　
右
の
三
つ
の
事
例
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
当
事
者
か
ら
の
依
頼
が
な
く
と

も
、
第
三
者
が
自
発
的
に
ツ
グ
ナ
イ
を
屑
代
わ
り
し
て
仲
裁
を
買
っ
て
で
て

い
る
点
で
あ
る
。
ク
ラ
ソ
ベ
テ
殺
害
一
件
に
お
い
て
も
同
様
に
ポ
キ
ン
ト
リ

ら
に
よ
る
自
発
的
な
調
停
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
イ
コ
ト
イ
ら
が
、

事
件
の
「
謝
の
銀
本
は
此
方
に
あ
し
り
、
「
永
く
世
話
に
な
る
」
は
ず
の
通
詞
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の
受
難
を
救
わ
な
け
れ
ば
「
禽
獣
に
劣
る
」
と
相
談
し
あ
っ
て
、
通
詞
を
助

け
た
事
例
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
事
件
解
決
の
成
否
が
社
会
に
及
ぼ

す
影
響
へ
の
配
慮
や
、
ア
イ
ヌ
社
会
独
自
の
正
義
や
道
理
に
基
づ
い
た
行
為

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
三
老
を
介
在
さ
せ
つ
つ
、

紛
争
や
購
罪
な
ど
危
機
的
な
場
面
で
、
「
宝
」
は
そ
の
解
決
の
手
段
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
紛
争
が
起
こ
る
原
因
や
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
前
節
と
の
関
わ
り
で
は
、
契
約
違
反
を
ま
ず

あ
げ
ら
れ
る
。
武
四
郎
の
日
記
に
「
江
田
を
ト
ウ
シ
ベ
ツ
と
云
へ
り
、
往
昔

よ
り
此
川
セ
タ
ナ
イ
、
フ
ト
ロ
、
山
越
内
と
三
ヶ
所
の
土
人
の
入
濁
り
な
り

し
が
故
に
、
相
互
に
意
地
持
て
漁
場
を
せ
し
が
、
そ
の
後
段
々
セ
タ
ナ
イ
の

土
人
等
遺
恨
に
堪
兼
、
此
マ
コ
マ
イ
（
地
名
）
え
縄
を
至
仁
て
、
上
気
え
他

領
の
土
人
が
来
り
て
障
る
時
は
、
チ
ャ
ラ
ン
ケ
を
懸
け
て
償
い
を
取
り
し
由

⑳也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
領
域
侵
犯
の
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚
と
い
う

契
約
の
違
反
、
す
な
わ
ち
密
通
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た
。
近
世
の
史
料

に
は
、
「
姦
通
が
あ
れ
ば
、
そ
の
相
手
か
ら
は
央
ま
た
は
そ
の
肉
親
が
出
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
た
び
に
刀
と
衣
服
と
を
奪
い
と
る
」
と
か
、
姦
通
が
露
見
す
る
と
「
仲
媒

あ
り
て
、
償
を
出
し
、
和
解
す
る
こ
と
あ
り
」
と
か
の
よ
う
に
、
既
婚
の
女

性
が
夫
以
外
の
男
性
と
通
じ
た
場
合
、
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ
れ
る
と
い
う
記

事
が
散
見
さ
れ
る
。
婚
約
の
場
合
で
も
同
様
で
、
婚
約
し
て
い
る
女
性
が
「
若

し
其
理
外
の
男
と
上
鎌
な
ど
す
る
時
は
甚
だ
六
ケ
敷
な
り
。
前
に
い
ふ
こ
と

く
っ
く
な
い
沙
汰
と
な
り
、
多
く
の
ア
シ
ソ
ベ
　
（
ツ
グ
ナ
イ
）
を
取
ら
る
る

　
　
⑳

事
な
り
し
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
前
節
で
は
、
領
域
の
利
用
権
の
保
証

に
お
い
て
も
結
婚
に
お
い
て
も
「
宝
」
の
授
受
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
か
ら

類
推
す
る
と
、
史
料
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
右
の
事
例
以
外
で
も

「
手
印
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
違
反
し
た
場
合
に
は
ツ

グ
ナ
イ
が
要
求
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ
れ
る
原
因
と
な
る
の
は
、
マ
ナ
…
違
反
で

あ
る
。
東
遊
雑
記
に
、
ア
イ
ヌ
は
「
死
す
る
と
い
う
こ
と
は
口
に
い
う
こ
と

も
息
み
き
ら
い
て
、
松
前
人
な
ど
夷
之
方
を
知
ら
ざ
る
内
は
、
か
り
の
ば
な

し
に
死
ぬ
と
い
う
物
語
し
て
、
つ
ぐ
の
い
と
て
物
を
と
ら
る
る
こ
と
ま
ま
あ

　
　
　
　
⑳

る
こ
と
な
り
」
と
有
る
が
、
死
者
に
雷
及
し
た
た
め
に
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
史
料
に
散
見
さ

　
⑫

れ
る
。
こ
の
他
、
ア
イ
ヌ
独
自
の
風
習
に
違
反
し
て
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ
れ

る
例
と
し
て
、
「
炉
辺
必
男
女
主
客
の
座
を
正
し
く
し
、
男
は
養
女
は
左
相

対
し
て
座
す
。
ま
た
所
に
よ
り
て
は
他
よ
り
入
来
る
も
の
心
得
な
く
し
て
、

み
だ
り
に
座
に
つ
く
と
き
は
、
必
ず
ツ
ク
ナ
イ
て
ふ
も
の
を
と
ら
る
る
こ
と

　
⑬

な
り
」
と
さ
れ
る
座
次
や
、
松
浦
武
四
郎
が
、
ク
ー
チ
ン
コ
ロ
と
い
う
ア
イ

ヌ
に
「
三
階
盃
と
云
う
も
の
」
で
「
饒
別
の
酒
」
の
「
振
舞
」
を
受
け
た
さ

い
、
そ
の
盃
は
「
若
其
台
の
酒
を
呑
閥
に
杯
の
酒
を
こ
ぼ
し
候
哉
、
償
を
出
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さ
し
む
る
こ
と
な
り
と
」
い
わ
れ
て
い
る
と
記
録
し
た
よ
う
な
飲
食
時
の
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
ま
た
、
「
夷
中
な
べ
て
大
小
の
便
を
な
す
に
外
見
を
恥
辱
」
と

す
る
た
め
、
「
人
（
日
本
人
）
あ
っ
て
も
し
見
る
も
の
あ
れ
ば
、
撃
方
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ツ
ク
ナ
イ
と
云
こ
と
な
す
」
と
い
う
礼
儀
、
「
窓
の
外
四
五
歩
隔
て
て
イ
ナ

ヲ
（
祈
り
に
使
う
た
め
の
木
製
祭
具
）
を
立
つ
ら
ね
、
緕
を
結
ぶ
が
ご
と
く
、

其
先
に
鹿
の
頭
を
つ
ら
ぬ
き
お
け
る
あ
り
。
こ
は
い
つ
れ
の
家
に
も
有
り
て
、

カ
ム
イ
を
縄
れ
る
も
の
な
り
。
そ
な
た
に
向
ひ
て
窓
を
穿
つ
に
、
こ
こ
よ
り

内
を
決
し
て
覗
か
ず
。
も
し
心
得
ず
し
て
覗
か
ぼ
、
ま
た
ツ
ク
ナ
イ
を
取
ら

⑳る
」
と
い
っ
た
信
仰
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
授
受
さ
れ
た
「
宝
」
自
体
が
、
紛
争
の
引
き
金
と
な
る
可
能
性
も

無
視
で
き
な
い
。
前
節
で
見
た
ニ
シ
ベ
ッ
川
争
論
に
お
い
て
、
証
拠
と
し
て

の
「
宝
」
の
有
無
が
争
点
に
な
っ
て
い
た
の
は
そ
の
嬉
例
で
あ
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
授
受
さ
れ
た
「
宝
」
に
付
与
さ
れ
た
意
味
解
釈
の
齪
醗
が
原
因
と

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
ク
ラ
ン
ベ
テ
一
件
に
お
い
て
、
イ
コ

ト
イ
は
、
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
と
の
間
に
副
葬
品
と
し
て
の
「
宝
」
の
授
受
が
成

立
し
た
事
実
を
、
「
酔
興
二
一
不
慮
に
致
殺
傷
候
証
拠
は
葬
送
之
節
脇
指
網

繰
り
候
義
有
之
」
と
し
て
、
「
不
慮
」
の
「
殺
害
」
を
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
が
認
め

た
こ
と
の
証
拠
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
タ
ン
シ
ャ
ム

は
「
宝
」
は
受
け
取
っ
た
も
の
の
「
乙
名
共
中
分
取
扱
候
二
付
、
暫
猶
予
致

居
」
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
お
り
、
「
中
分
」
者
の
顔
を
立
て
る
意
味
以
上
に

は
考
え
て
い
な
い
ぴ
こ
の
よ
う
な
「
尽
し
に
付
与
さ
れ
た
意
味
解
釈
に
お
け

る
当
事
者
間
の
ズ
レ
か
ら
、
紛
争
に
進
展
す
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
も
想
定

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
①
「
蝦
夷
志
」
『
北
方
未
公
開
史
料
集
成
』
第
＝
奪
一
四
七
頁
。

　
②
　
菊
池
は
前
掲
『
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
』
の
な
か
で
「
手
印
」
を
「
て
い
ん
」

　
　
（
【
二
二
頁
）
と
読
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
津
軽
一
統
士
心
」
（
『
新
北
海
道
史
』

　
　
第
七
巻
＝
二
九
頁
）
の
「
さ
る
と
由
－
所
の
ダ
イ
ソ
ウ
、
〔
タ
ペ
〕
シ
ャ
イ
ン
、
オ

　
　
チ
リ
チ
リ
、
イ
コ
ロ
シ
、
し
こ
つ
の
平
左
衛
門
右
五
人
の
秋
共
松
前
へ
味
方
可
仕

　
　
由
に
て
手
し
る
し
を
相
渡
候
由
。
惣
て
秋
人
何
に
て
も
手
印
と
申
候
て
相
渡
候
へ

　
　
は
、
根
違
不
仕
候
由
申
候
事
」
と
い
う
記
述
に
し
た
が
い
、
「
て
じ
る
し
」
と
読

　
　
む
こ
と
に
す
る
。

　
⑧
近
世
の
史
料
で
は
、
日
本
海
側
の
地
域
を
「
西
蝦
夷
地
」
ま
た
は
「
上
蝦
夷
地
」
、

　
　
太
平
洋
側
を
門
束
夷
山
地
」
ま
た
は
「
下
螺
夷
地
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

　
④
　
金
一
一
京
助
、
杉
山
寿
栄
山
田
『
ア
イ
ヌ
芸
衛
』
1
新
装
版
…
（
北
海
道
出
版
企

　
　
甲
剛
セ
ン
タ
ー
、
　
一
九
九
一
口
話
）
金
工
・
漆
器
篇
…
無
用
説
（
四
六
五
｝
貝
）
に
よ
れ
ば
、

　
　
タ
ン
ネ
プ
は
、
古
く
は
平
安
宋
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
含
む
日
本
の
「
古
式
の
太

　
　
刀
」
が
交
易
で
ア
イ
ヌ
に
も
た
ら
さ
れ
た
類
や
、
近
世
を
通
じ
て
ア
イ
ヌ
と
の
交

　
　
易
の
た
め
に
ア
イ
ヌ
好
み
に
仕
立
て
ら
れ
た
太
刀
で
あ
る
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ

　
　
て
品
質
は
落
ち
る
が
、
本
来
柄
や
鞘
は
銀
な
ど
が
鍍
金
さ
れ
、
各
部
の
金
具
に
は

　
　
細
か
い
模
様
が
施
さ
れ
て
い
た
。
刀
剣
類
は
刀
身
の
入
っ
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と

　
　
ん
ど
で
、
外
形
の
美
し
さ
を
尊
重
し
た
。

　
⑤
　
「
民
政
蝦
夷
流
取
調
日
記
」
（
以
下
、
新
井
田
日
記
と
略
す
）
一
九
八
九
年
、

　
　
集
成
六
九
一
頁
。

　
⑥
前
掲
④
に
よ
れ
ば
、
目
貫
や
柄
前
の
金
具
類
に
は
日
本
か
ら
移
入
し
た
古
い
金

　
　
具
や
仕
入
物
を
使
う
が
、
柄
か
ら
鞘
ま
で
は
ア
イ
ヌ
自
製
の
も
の
。
編
者
は
「
ア

　
　
イ
ヌ
特
有
な
エ
ム
シ
な
る
太
刀
形
式
類
を
、
こ
こ
で
は
蝦
夷
太
刀
と
呼
ん
で
懐
く
」
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前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩騎）

　
と
し
て
い
る
ひ
エ
ム
シ
は
移
入
品
を
冒
用
し
た
ア
イ
ヌ
に
よ
る
撫
工
品
と
い
え
、

　
タ
ン
ネ
プ
と
対
称
的
で
あ
る
。

⑦
同
右
六
八
六
頁
。

⑧
　
近
藤
史
料
－
三
四
四
頁
。

⑨
　
晶
肘
掲
⑤
六
九
九
百
ハ
。

⑩
　
前
掲
⑥
七
｝
三
頁
。

⑪
窪
田
三
蔵
「
協
和
私
役
扁
…
八
五
六
年
、
集
成
二
五
五
頁
。

⑫
大
内
余
党
「
東
蝦
夷
夜
話
」
一
八
五
〇
年
、
『
北
門
叢
欝
』
五
巻
、
璽
＝
頁
。

⑬
同
右
四
三
〇
頁
。

⑭
　
武
四
郎
丁
巳
下
三
二
八
頁
。

⑮
「
加
賀
屋
文
書
」
『
北
方
史
史
料
集
成
』
第
二
巻
四
〇
六
頁
。

⑯
前
掲
⑫
四
二
一
頁
。

⑰
前
掲
⑥
六
八
八
頁
。

⑱
前
掲
⑯
＝
二
七
頁
、
五
三
二
頁
。

⑲
板
倉
源
次
郎
「
北
海
随
筆
」
一
七
三
九
年
、
集
成
四
一
二
頁
。

⑳
　
村
上
島
之
丞
「
蝦
夷
生
計
図
説
」
成
立
年
不
詳
、
集
成
六
三
〇
頁
。

②
　
葦
戸
肺
史
料
－
一
　
一
』
ハ
｝
貝
。

⑫
副
葬
品
に
つ
い
て
近
藤
は
「
蝦
夷
之
仕
来
二
而
葬
埋
之
節
は
麗
へ
脇
指
為
差
、

　
小
袖
並
古
著
等
為
署
候
事
」
と
注
記
し
て
い
る
（
近
藤
史
料
－
一
一
五
頁
）
。

㊧
　
近
藤
史
料
－
一
一
一
〇
頁
。

⑭
　
前
掲
北
構
保
男
著
書
＝
四
買
。

⑮
　
木
村
謙
次
『
蝦
夷
日
記
』
一
七
九
八
～
九
九
年
、
一
五
一
頁
、
山
崎
栄
作
発
行
。

⑳
　
晶
朋
掲
「
蝦
夷
園
［
風
俗
人
餓
旧
沙
汰
」
四
五
六
胃
貝
。

＠
　
武
四
郎
｝
J
R
｝
下
四
＝
エ
ハ
｝
員
。

⑱
　
「
ア
ン
ジ
ニ
リ
ス
の
第
二
蝦
夷
報
奮
」
H
・
チ
ー
ス
リ
ク
編
『
北
方
探
検
記
一

　
元
和
年
間
に
於
け
る
外
函
入
の
蝦
夷
報
告
灘
岡
』
（
吉
矧
弘
文
館
、
　
一
九
六
二
年
）

　
所
収
。

愈
前
掲
「
渡
島
筆
記
」
五
二
五
頁
。

⑳
　
前
掲
「
夷
諺
俗
話
」
五
〇
＝
貝
。

⑳
　
晶
醐
掲
「
東
遊
雑
記
」
　
一
七
六
百
ハ
。

⑫
東
癒
元
積
「
東
海
参
諏
」
　
八
〇
五
年
、
集
成
三
八
頁
、
前
掲
「
蝦
夷
国
風
俗

　
人
椿
沙
汰
」
四
五
五
頁
、
「
渡
島
筆
記
」
五
二
九
頁
な
ど
。

⑳
　
前
掲
「
東
蝦
夷
夜
話
」
四
〇
〇
頁
。

⑧
松
浦
武
閥
郎
『
戊
午
東
西
蟻
夷
山
川
地
理
取
調
日
記
』
上
一
四
六
頁
。

⑳
松
前
広
長
「
松
前
志
」
一
七
八
　
年
、
『
北
方
未
公
開
古
文
書
集
成
騙
弟
一
巻
九

　
八
頁
。

⑳
V
　
晶
別
掲
「
東
蝦
夷
夜
話
」
四
〇
〇
百
ハ
。
「
虚
日
遊
雑
記
」
　
一
六
七
百
ハ
。

四

ア
イ
ヌ
社
会
の
特
質
－
研
究
史
上
の

論
点
に
関
わ
っ
て

　
「
宝
」
を
媒
介
と
し
た
、
契
約
と
紛
争
解
決
の
具
体
例
を
見
て
き
た
。
ク

ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の
再
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
本
章
で
は
、
研

究
史
上
の
特
に
二
つ
の
問
題
点
に
関
わ
っ
て
、
「
宝
」
を
通
じ
て
み
え
て
く

る
ア
イ
ヌ
社
会
の
特
質
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
ツ
グ
ナ
イ
や
お
目
見
え
な
ど
儀
礼
の
意
味
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
。

冒
頭
で
も
触
れ
た
が
、
菊
池
は
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
ク
ナ
シ
リ
、
メ

ナ
シ
の
事
件
に
つ
い
て
「
『
ツ
グ
ナ
イ
』
に
せ
よ
『
手
印
』
に
せ
よ
、
刀
剣
を

主
と
す
る
宝
物
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
約
束
・
謝
罪
・
弁
償
す
る
と
い
う
、

ア
イ
ヌ
社
会
に
お
け
る
ア
シ
ン
ペ
の
慣
行
に
墓
つ
い
て
忠
誠
・
服
属
が
迫
ら
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①

れ
た
」
と
し
て
い
る
。
榎
森
進
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ソ
の
戦
い
を
「
ア
イ
ヌ

に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
支
配
」
を
強
化
す
る
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

そ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
起
請
文
の
規
定
事
項
や
そ
の
後
に
展
開
す
る
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
る
藩
主
へ
の
謁
見
の
儀
礼
（
お
目
見
え
）
で
あ
る
。
菊
池
の
場
合
、
お
目

見
え
の
確
立
を
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の
後
に
見
て
お
り
、
支
配
の
強

化
を
段
階
的
に
あ
と
づ
け
て
い
る
点
で
違
い
は
あ
る
が
、
二
つ
の
事
件
で
結

ば
れ
た
儀
礼
関
係
を
支
配
強
化
の
象
微
と
位
置
づ
け
る
姿
勢
は
両
者
に
共
通

し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
二
つ
の
点
で
、
両
者
の
儀
礼
解
釈
に
は

再
考
の
必
要
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
近
藤
史
料
に
よ
れ
ば
、
過
失
の
あ
っ
た
も
の
や
、
争
論
で
負
け
た
方
が
宝

を
差
し
出
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
際
、
「
大
過
失
二
而
宝
不
足
柄
樽
歓
、
或
は

貧
窮
二
而
宝
無
事
候
者
、
其
身
を
差
出
し
ウ
タ
レ
と
玉
成
」
る
と
記
さ
れ
て

　
③

い
る
。
先
述
し
た
ク
ラ
ソ
ベ
テ
殺
害
一
件
で
、
イ
コ
ト
イ
の
ツ
グ
ナ
イ
要
求

に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
コ
タ
ン
シ
ャ
ム
の
側
か
ら
、
「
小
女
」
が

「
ウ
タ
レ
」
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
実
例
で
あ
る
。
ウ
タ
レ
と
は

「
下
人
・
召
使
・
家
来
」
と
訳
さ
れ
る
、
特
定
の
主
人
に
従
属
す
る
隷
属
罠

　
　
④

で
あ
り
、
右
の
史
料
は
、
「
宝
」
が
不
足
す
る
場
合
に
は
身
柄
を
差
出
し
て

隷
属
者
ウ
タ
レ
と
な
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
「
宝
」
が
足
り

て
交
換
、
授
受
が
成
立
す
れ
ば
、
当
事
者
間
の
関
係
は
対
等
に
維
持
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
紅
な
る
。

　
こ
の
点
の
参
考
に
な
る
の
が
、
ア
イ
ヌ
社
会
で
「
宝
」
に
付
与
さ
れ
て
い

た
価
値
で
あ
る
。
木
村
謙
次
の
日
記
に
は
、
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
が
エ
ト
ロ

フ
に
渡
海
し
よ
う
と
し
た
と
き
波
が
荒
れ
た
た
め
、
「
心
意
二
宝
物
等
海
へ

　
　
　
　
　
　
⑤

沈
め
無
難
二
着
候
」
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
宝
」
は
命
を
購
う
価
値
を

持
つ
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
婚
資
と
引
き
換
え
に

結
婚
の
成
立
す
る
前
節
で
見
た
事
例
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
「
宝
」
に
は
命
を

守
り
身
柄
に
引
き
換
え
ら
れ
る
財
と
し
て
の
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
の
価
値
意
識
に
照
し
て
み
て
も
、
「
宝
」

の
授
受
は
、
そ
の
社
会
で
身
を
守
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

そ
し
て
、
「
宝
」
の
授
受
が
成
立
す
る
限
り
に
お
い
て
対
等
と
い
う
ア
イ
ヌ

社
会
の
慣
行
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
間
で
行
わ
れ
た

「
宝
」
の
授
受
を
、
ア
イ
ヌ
の
側
の
認
識
の
検
討
を
欠
い
た
ま
ま
、
松
前
藩

へ
の
「
忠
誠
・
服
属
」
の
証
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
儀
礼
解
釈
上
の
二
つ
め
の
問
題
点
と
し
て
、
交
換
さ
れ
た
「
宝
」
が
持
つ

効
力
の
期
間
に
つ
い
て
の
吟
味
が
欠
け
て
い
る
点
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
前
章
で
、
幕
宋
の
段
階
で
ニ
シ
ベ
ッ
川
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起

こ
り
、
　
一
九
世
紀
初
頭
に
交
換
さ
れ
た
「
宝
」
の
有
無
が
、
ほ
ぼ
半
世
紀
を

経
て
問
題
に
さ
れ
た
事
例
を
検
討
し
た
。
領
域
境
界
の
確
定
に
際
し
て
交
換

さ
れ
た
「
宝
」
は
、
継
続
的
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と

い
え
る
が
、
一
方
、
そ
れ
似
外
の
こ
と
が
ら
に
瀾
し
て
交
換
さ
れ
た
「
手
印
し
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は
、
そ
の
件
が
決
着
す
る
ま
で
の
期
間
に
限
っ
て
効
力
を
持
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
近
藤
が
、
冬
期
の
材
木
伐
採
の
約
束
の
証
拠
と
し
て
エ

ト
ロ
フ
ア
イ
ヌ
か
ら
預
っ
た
「
宝
」
を
、
翌
年
の
春
、
約
束
が
履
行
さ
れ
て

　
　
　
⑥

返
し
た
例
や
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
決
着
の
後
、
ク
ス
リ
の
タ
シ
ャ

ニ
シ
ら
が
翌
年
松
前
へ
行
く
こ
と
を
約
束
す
る
証
拠
と
し
て
差
し
出
し
た

「
手
印
」
を
、
新
井
田
が
「
岡
人
共
御
屈
見
得
に
罷
登
候
節
御
下
け
被
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

分
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
例
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
交
換
さ
れ
た
「
宝
」

に
継
続
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
藩
主
へ
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

目
見
え
に
つ
い
て
は
「
継
目
」
の
た
め
の
そ
れ
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
少

し
見
方
を
変
え
る
な
ら
、
こ
れ
は
、
お
目
見
え
を
媒
介
と
し
て
結
ば
れ
る
人

的
関
係
が
代
替
り
ご
と
に
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
現
わ

れ
と
も
読
め
る
。
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
間
に
交
換
さ
れ
た
「
宝
」
が
、
両
者
の

関
係
を
そ
れ
以
降
ず
っ
と
規
定
す
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、

二
つ
の
事
件
の
評
価
に
当
然
関
わ
っ
て
く
る
。

　
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
間
に
結
ば
れ
た
儀
礼
関
係
に
着
目
す
る
と
き
、
儀
礼
が

「
種
々
の
理
念
を
体
現
し
、
ひ
と
つ
に
す
る
」
と
い
う
特
性
を
持
つ
反
面
、

そ
う
し
た
特
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
同
じ
儀
礼
が
「
人
に
よ
っ
て
違
う
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
で
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
可
能
牲
を
は
ら
む
と
い
う
特
性
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
と
混
入
と
の
澗
に
譜
ば
れ
た
異
文
化
間
の
儀
礼
を
、

単
一
の
意
味
で
と
ら
え
る
議
論
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
儀
礼
に
つ
い

て
の
相
互
の
解
釈
に
は
ど
の
よ
う
な
ず
れ
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
う
し
た
ず
れ

を
は
ら
み
つ
つ
な
お
そ
れ
が
継
続
し
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た

の
か
を
問
う
こ
と
が
、
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
関
係
の
特
質
を
と
ら
え

る
有
効
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
千
島
交
易
を
背
景
と
し
た
ア
ッ
ケ
シ
以
東
の
道
東
地
域
の
「
自

立
性
」
と
い
う
評
価
を
め
ぐ
っ
て
。
先
述
し
た
が
菊
池
は
ク
ナ
シ
リ
、
メ
ナ

シ
事
件
に
つ
い
て
近
著
の
な
か
で
「
蜂
起
を
お
こ
し
え
た
側
の
主
体
に
つ
い

て
」
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
蜂
起
の
さ
い
に
は
ま
だ
そ
の
外
縁
部
に
位
諭
し
て

い
た
し
、
ま
た
松
前
と
は
顕
離
が
遠
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
的
自
立
性
の

強
い
ア
イ
ヌ
社
会
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
し
、

さ
ら
に
「
松
前
藩
や
請
負
人
の
押
し
つ
け
る
不
利
な
交
易
」
に
対
す
る
反
発

を
「
可
能
に
し
た
条
件
と
し
て
千
島
交
易
の
存
在
が
大
き
」
く
、
「
ま
だ
交
易

主
体
と
し
て
の
自
立
意
識
が
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
蜂
起
を
敢
行
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

深
部
の
力
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
ア
ッ
ケ
シ
の
イ
コ
ト
イ
は
、
菊
池
の
い
う
「
独
立
し
た
交
易
主
体
」
の
代

　
⑪

表
格
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
宝
」
に
即
し
て
そ
の
あ
り
よ
う
を
探
っ
て

　
　
　
　
　
⑫

み
よ
う
。
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
イ
コ
ト
イ
は
ウ
タ
レ

　
　
　
　
⑬

と
ポ
ソ
マ
チ
（
複
数
の
妻
）
を
多
数
抱
え
、
ウ
ル
ッ
プ
以
北
の
千
島
列
島
に

讃
え
が
っ
て
広
範
囲
に
活
動
し
て
い
え
。
イ
コ
ト
イ
の
活
動
は
狩
猟
や
漁
携
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な
ど
の
生
産
渚
動
と
、
　
｝
般
に
千
島
交
易
と
い
わ
れ
る
交
易
と
で
あ
ウ
た
α

和
人
の
需
要
の
高
か
っ
た
ラ
ッ
コ
の
産
地
ウ
ル
ッ
プ
島
を
中
心
に
、
イ
コ
ト

イ
は
ウ
タ
レ
を
労
働
力
と
し
て
ラ
ッ
コ
猟
を
は
じ
め
と
す
る
狩
猟
や
漁
携
を

行
っ
て
い
た
。
「
千
島
交
易
」
と
い
わ
れ
る
中
身
は
、
千
島
列
島
の
人
々
や

南
下
し
て
き
た
ロ
シ
ア
人
に
米
や
酒
な
ど
日
本
製
昂
を
供
給
し
、
そ
れ
と
引

き
換
え
に
ラ
ッ
コ
皮
や
鷲
羽
、
ロ
シ
ア
製
の
織
物
な
ど
を
得
る
と
い
う
中
継

交
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
コ
ト
イ
は
「
夷
人
宝
と
称
す
る
物
－
刀
、
脇
差
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

袴
、
塗
も
の
Σ
類
一
沢
山
所
持
す
」
と
さ
れ
る
。
イ
コ
ト
イ
が
千
島
で
収
集

す
る
晶
は
和
人
の
需
要
が
大
き
く
交
易
価
値
の
高
い
品
で
あ
り
、
イ
コ
ト
イ

の
「
宝
」
の
集
積
と
い
う
事
実
は
、
和
人
交
易
に
需
要
の
高
い
有
利
な
品
を

も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
貧
富
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
⑯

差
に
言
及
し
た
史
料
は
非
常
に
多
い
。
「
富
饒
」
「
身
代
よ
し
」
と
い
っ
た
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

述
は
、
た
く
さ
ん
の
「
宝
」
を
持
つ
「
宝
も
ち
」
を
指
す
。
つ
ま
り
、
イ
コ

ト
イ
は
数
あ
る
「
宝
も
ち
」
の
う
ち
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
前
章
ま
で
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
「
宝
」
は
生
産
活
動
の
た
め
の
領
域
確
定

や
紛
争
、
結
婚
を
含
む
種
々
の
契
約
な
ど
重
要
な
局
面
で
交
換
さ
れ
、
社
会

生
活
上
必
要
不
可
欠
の
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
「
宝
」

を
よ
り
多
く
持
つ
も
の
が
、
社
会
生
活
に
お
い
て
有
利
な
立
場
に
立
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
「
宝
」
の
有
無
が
ウ
タ
レ
に
な
る
か
ど

う
か
と
い
う
社
会
的
立
場
を
決
め
る
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
た
が
、

対算入交易

（「宝」の獲得〉

　生産活動

（交易品の収集）

　社会的優位性の確保

（ウタレ・ポンマチの増補）

　　　図3

近
藤
は
、
ツ
グ
ナ
イ

の
慣
習
を
逆
手
に
と

っ
て
「
謀
計
を
以
て

申
招
い
た
」
す
者
も

あ
り
、
「
弁
舌
巧
成

者
」
は
「
ウ
タ
レ
数

十
人
所
持
黒
瀬
」
と

　
　
　
⑱

し
て
お
り
、
「
宝
」

の
集
積
が
紛
争
の
場

で
有
利
に
働
き
、
ウ

タ
レ
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
い
う
流
れ
が
見
て
取
れ
る
。
近
藤
は
ま
た
「
其
身
力
量
次
第
妻
妾
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

十
人
三
士
も
所
持
仕
」
と
し
て
い
る
が
、
「
宝
」
が
婚
資
と
し
て
授
受
さ
れ
る

こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
「
力
量
次
第
」
と
い
う
語
は
所
持
す
る
「
宝
」
の
量

次
第
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
コ
ト
イ
は
「
宝
」
の
所
持
を

背
景
に
、
ウ
タ
レ
や
ポ
ソ
マ
チ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
を
総
合
す
る
と
、
生
産
活
動
、
交
易
、
「
宝
」
の
集
積
の
連
関
は
次

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
（
図
3
）
。
ウ
ル
ッ
プ
以
北
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て

交
易
価
値
の
高
い
品
を
収
集
し
、
そ
れ
が
対
和
人
交
易
に
お
け
る
「
宝
」
の
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集
積
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
、
社
会
生
活
に
お
け
る
優
位
性
の
確
保
、
ひ
い

て
は
ウ
タ
レ
や
ポ
ソ
マ
チ
な
ど
労
働
力
と
な
る
従
属
者
を
増
加
さ
せ
、
そ
れ

に
よ
り
生
産
・
交
易
活
動
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
想
定
で

き
る
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
宝
」
の
集
積
に
支
え
ら
れ
た
イ
コ
ト

イ
の
持
つ
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
近
藤
重
蔵
に
と
っ
て
脅
威
と
さ
れ
て
い

た
点
で
あ
る
。
近
藤
は
イ
コ
ト
イ
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
人
と
の
つ
な
が
り
が

伝
え
ら
れ
る
の
で
「
搦
捕
」
っ
て
幕
府
か
ら
「
取
計
方
」
の
指
示
を
受
け
る

か
、
コ
通
り
吟
味
仕
候
上
松
前
へ
引
渡
七
二
も
可
仕
候
哉
し
と
は
思
う
が
、

「
エ
コ
ト
イ
義
家
来
数
十
人
有
之
」
、
ま
た
エ
ト
ロ
フ
の
ア
イ
ヌ
の
中
に
も

「
股
肱
と
相
成
居
候
由
」
で
あ
る
上
に
、
「
殊
に
ア
ッ
ケ
シ
並
び
ク
ナ
シ
リ
辺

其
母
親
族
も
有
之
候
へ
は
、
私
義
小
人
数
に
し
て
罷
越
候
義
二
御
座
候
へ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

軽
進
之
義
も
万
二
一
手
余
り
仕
損
評
語
は
国
躰
も
不
可
然
」
と
記
し
て
い
る
。

「
宝
」
の
集
積
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
社
会
に
お
け
る
優
位
な
立
場
を
保
証
さ
れ

た
イ
コ
ト
イ
が
、
和
人
に
と
っ
て
も
脅
威
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う

構
図
を
抽
出
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
イ
コ
ト
イ
と
同
隠
代
に
成
っ
た
武
藤
勘
蔵
の
目
記
に
は
、
「
名

高
き
身
代
よ
し
に
て
近
代
の
宝
も
ち
」
と
し
て
、
「
ク
ナ
シ
リ
島
の
サ
ソ
シ

ャ
、
ル
ル
モ
ッ
ペ
（
地
名
）
の
乙
名
コ
タ
ン
ヒ
ル
、
ヨ
イ
チ
（
地
名
）
の
乙

名
キ
ン
キ
リ
ウ
、
イ
ワ
ナ
イ
（
地
名
）
の
乙
名
ワ
ジ
マ
」
と
い
う
四
人
の
名

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ナ
シ
リ
以
外
は
い
ず
れ
も
和
人
の
進
出
が
い
ち
早

く
展
開
し
た
と
さ
れ
る
西
蝦
夷
地
で
あ
る
。
特
に
、
ル
ル
モ
ッ
ペ
の
コ
タ
ン

ヒ
ル
に
つ
い
て
は
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
で
シ
ラ
ヌ
カ
滞
留
中
の
新

井
田
の
も
と
に
「
上
夷
掌
る
る
も
つ
へ
惣
長
人
コ
タ
ン
ヒ
ル
三
百
人
斗
の
勢

に
て
、
ニ
シ
バ
（
役
人
）
も
馬
添
候
て
下
え
参
候
」
と
い
う
情
報
が
伝
え
ら

　
　
　
⑫

れ
て
お
り
、
か
な
り
の
動
員
力
を
も
っ
た
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
イ
コ
ト
イ
を
素
材
に
し
て
分
析
し
た
ア
イ
ヌ
社
会
の
特
質
に
即
し
て

考
え
る
な
ら
、
「
三
〇
〇
人
斗
」
と
伝
え
ら
れ
た
コ
タ
ン
ヒ
ル
の
動
員
力
は
、

「
宝
」
の
集
積
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
「
宝
」
は
和
人

交
易
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
コ

タ
ン
ヒ
ル
も
イ
コ
ト
イ
と
同
様
「
交
易
主
体
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
一
般
に
、
近
轍
の
蝦
夷
地
の
歴
史
は
、
松
前
藩
に
よ
る
ア
イ
ヌ
交
易
の
猿

島
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
で
猫
か
れ
る
。
統
一
権
力
に
よ
る
松
前
藩
に
対
す
る
独

占
的
交
易
の
保
証
、
そ
の
交
易
権
を
家
匿
に
分
与
し
た
丁
場
知
行
制
、
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
は
「
蝦
夷
地
に
封
じ
込
め
ら
れ
」
「
不
等
価
交
換
」
を
強

い
ら
れ
る
。
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
と
、
松
前
藩
に
よ
る
交
易
独
占
が
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
地
域
、
す
な
わ
ち
千
島
交
易
に
よ
っ
て
「
蝦
夷
地
に
封
じ
込
め

ら
れ
偏
な
か
っ
た
ア
ッ
ケ
シ
以
東
の
ア
イ
ヌ
、
ま
た
山
丹
交
易
に
連
な
る
ソ

ウ
や
以
北
の
ア
イ
ヌ
に
限
っ
て
は
、
「
不
等
価
交
換
」
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
、
「
交
易
主
体
」
で
あ
り
続
け
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
轡
立
的
篇
で
あ
っ
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た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
蝦
夷
地
に
封
じ
込
め
ら
れ
」
「
不
等
価

交
換
」
を
強
い
ら
れ
、
「
交
易
主
体
」
た
り
う
る
可
能
性
の
芽
を
摘
み
取
ら
れ

た
は
ず
の
西
蝦
夷
地
に
お
け
る
、
「
交
易
主
体
」
と
し
て
の
コ
タ
ン
ヒ
ル
の

存
在
は
、
幕
藩
権
力
の
政
策
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
あ
り
よ
う
が
規
定
さ
れ
る

と
す
る
右
の
シ
ェ
ー
マ
が
、
実
体
を
度
外
視
し
た
政
策
決
定
論
と
も
い
う
べ

き
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
千
島
交
易
を
重
視
す
る
発
想
も
、
そ
の
対
極
に
、
そ
れ
以
外
の

地
域
に
お
け
る
幕
藩
権
力
に
よ
る
交
易
制
限
の
達
成
を
措
定
す
る
、
形
を
変

え
た
政
策
決
定
論
で
あ
り
、
必
ず
し
も
ア
イ
ヌ
社
会
の
実
体
に
即
し
た
議
論

と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
交
易
は
、
蝦
夷
地
の
内
と

外
と
の
交
流
に
限
定
さ
れ
、
蝦
夷
地
内
で
の
ア
イ
ヌ
間
交
易
へ
の
視
点
は
欠

落
し
て
い
る
。
蝦
夷
錦
や
ト
ン
ボ
玉
な
ど
カ
ラ
フ
ト
か
ら
の
移
入
品
が
各
地

に
分
布
し
て
い
た
事
実
は
、
ア
イ
ヌ
間
交
易
の
存
在
を
傍
証
し
て
い
る
し
、

イ
コ
ト
イ
ら
の
取
り
成
し
で
藩
の
役
人
か
ら
通
詞
が
許
さ
れ
た
前
章
で
分
析

し
た
事
例
で
は
、
ビ
バ
セ
イ
の
ア
イ
ヌ
と
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
の

事
実
が
語
ら
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
間
交
易
の
存
在
は
確
か
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ

が
日
本
の
製
品
を
入
手
す
る
経
路
に
、
対
和
人
交
易
だ
け
で
な
く
ア
イ
ヌ
間

交
易
が
つ
け
加
わ
る
と
き
、
同
様
に
、
千
島
か
ら
の
移
入
品
を
壁
芯
に
伝
え

る
経
路
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
間
交
易
を
位
置
づ
け
る
と
き
、
幕
藩
権
力
に
よ
る

交
易
制
限
と
そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
千
島
交
易
の
意
味
は
当
然
変
わ
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

　
政
策
史
的
視
点
か
ら
描
く
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
と
の
関

係
の
一
局
面
に
過
ぎ
な
い
。
千
島
交
易
と
そ
れ
を
背
景
と
し
た
道
東
地
域
の

自
立
性
へ
の
着
目
も
、
そ
れ
が
政
策
史
と
同
じ
枠
組
の
内
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、

政
策
決
定
論
を
克
服
す
る
道
筋
に
は
な
り
え
な
い
。
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
関
係

の
総
合
的
な
把
握
へ
の
園
路
は
、
人
、
モ
ノ
、
文
化
な
ど
広
範
囲
の
事
物
の

交
通
の
実
体
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
「
宝
」

の
社
会
的
機
能
に
算
し
て
考
え
る
な
ら
、
「
宝
」
の
大
量
流
入
が
、
持
つ
も

の
と
持
た
ざ
る
も
の
の
格
差
を
ひ
ろ
げ
、
交
易
従
事
者
と
漁
業
労
働
者
に
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

層
分
化
し
て
い
く
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
松
前
藩
に

よ
る
ア
イ
ヌ
交
易
の
独
占
も
、
男
爵
知
行
制
か
ら
場
所
請
負
制
へ
の
転
換
も
、

従
来
の
よ
う
な
政
策
上
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
モ
ノ
の
流
れ
を
実
体
的

に
と
ら
え
る
視
点
か
ら
見
直
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
の
検
討
を
通
じ
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
和
人
が
ア
イ
ヌ
の
習
慣
に
巻

き
こ
ま
れ
る
形
で
、
蝦
夷
地
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
死
者
へ

の
言
及
を
忌
避
す
る
ア
イ
ヌ
の
精
神
世
界
に
反
し
た
た
め
に
、
「
宝
」
を
要

求
さ
れ
る
場
合
の
多
か
っ
た
こ
と
が
、
多
数
残
っ
て
い
る
記
録
か
ら
わ
か
る
。

「
松
前
人
蝦
夷
の
地
へ
交
易
に
初
め
て
行
く
老
は
、
前
ま
え
よ
り
数
度
行
き

し
者
を
先
達
に
頼
み
て
三
度
も
五
度
も
馴
れ
ざ
れ
ば
蝦
夷
の
法
に
背
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

や
や
も
し
て
は
つ
ぐ
の
い
を
取
ら
る
る
こ
と
多
し
」
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
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前近代アイヌの「宝」とその社会的機能（岩崎）

死
者
へ
の
言
及
に
限
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
社
会
の
慣
習
に
反
す
れ
ば
、
穣
人
と
い

え
ど
も
「
非
分
」
を
重
め
ら
れ
ツ
グ
ナ
イ
を
要
求
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
権
力
の
側
の
人
間
と
て
例
外
で
は
な
い
。
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
事
件
の

さ
い
に
ツ
キ
ノ
イ
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
御
味
方
手
印
」
に
対
し
て
、
そ
の

「
請
取
」
と
事
件
の
主
謀
者
を
「
召
連
来
候
様
の
印
」
と
し
て
、
刀
を
「
差

遣
筈
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
「
取
忘
恩
二
王
」
、
新
井
田
が
わ
ざ
わ
ざ
ネ
ム
ロ

の
ア
イ
ヌ
に
依
頼
し
て
「
差
遣
」
し
た
事
実
、
ま
た
、
事
件
決
着
後
、
蝦
夷

地
滞
在
中
に
ア
イ
ヌ
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
数
々
の
「
手
印
」
の
扱
い
を
、
短

期
の
保
管
の
も
の
と
長
期
の
も
の
に
分
類
し
て
い
た
事
実
な
ど
は
、
「
手
印
」

の
慣
行
に
つ
い
て
の
藩
の
知
識
の
蓄
積
を
暗
示
し
て
い
る
。
ツ
グ
ナ
イ
に
つ

い
て
も
、
ア
ッ
ケ
シ
に
派
遣
さ
れ
た
藩
の
役
人
か
ら
、
交
易
上
の
ト
ラ
ブ
ル

の
貴
任
を
問
わ
れ
牢
舎
に
拘
留
さ
れ
た
通
詞
が
、
イ
コ
ト
イ
ら
に
よ
る
「
宝
」

の
差
し
出
し
を
伴
っ
た
仲
裁
を
受
け
て
許
さ
れ
た
事
例
や
、
近
藤
重
蔵
が
、

や
は
り
「
宝
」
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
取
り
成
し
で
、
乗
船
の
遅
れ
を
責
め
手
錠

の
罰
を
下
し
た
ア
イ
ヌ
を
許
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
幕
府
や
藩
の
役
人
が
、

ア
イ
ヌ
社
会
に
つ
い
て
の
知
識
の
蓄
積
の
上
に
、
そ
の
社
会
に
順
応
す
る
形

で
蝦
夷
地
で
の
活
動
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
和
人
の
残
し
た
史
料
が
偏
見
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る

に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
活
用
の
糸
口
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
偏
見
性
を
い
か
に
矯
正
す
る
か
は
園
斜
な
問
題
で
あ
る
が
、
「
史
料
が

少
な
い
」
と
い
わ
れ
る
中
に
遍
在
す
る
歴
史
的
事
実
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は

思
い
の
外
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
前
近
代
ア
イ
ヌ
社
会
に
つ
い
て
の
よ
り

広
く
よ
り
深
い
研
究
が
急
が
れ
る
。

①
　
前
掲
『
北
方
史
の
な
か
の
近
世
日
本
』
一
四
四
頁
。

②
　
榎
森
進
『
ア
イ
ヌ
の
歴
史
』
（
三
省
裳
、
一
九
八
七
年
目
八
七
頁
。
同
「
蝦
夷

　
地
を
め
ぐ
る
北
方
の
交
流
」
『
日
本
の
る
世
』
6
情
報
と
交
通
　
中
央
公
論
社
｝

　
九
九
二
年
。

③
近
藤
史
料
－
一
ご
二
頁
。

④
　
拙
稿
「
前
近
代
ア
イ
ヌ
社
会
の
構
造
i
一
九
世
紀
初
頭
の
ア
ッ
ヶ
シ
、
エ
ト
ロ

　
フ
地
域
を
中
心
に
i
」
『
日
本
史
研
究
』
三
八
三
、
一
九
九
四
年
。

⑤
　
前
掲
木
村
謙
次
「
蝦
夷
臼
記
」
一
二
八
頁
。

⑥
近
藤
史
料
－
三
四
四
頁
。

⑦
新
井
照
日
記
七
一
九
・
七
二
七
頁
。

⑧
　
「
松
前
主
水
二
時
日
記
」
一
六
九
二
年
、
新
北
海
道
史
第
七
巻
、
一
一
二
二
、
二

　
一
六
、
二
｝
八
頁
。

⑨
D
・
1
・
カ
ー
ツ
ァ
ー
『
儀
式
・
政
治
・
権
力
』
（
弱
起
書
房
、
一
九
八
九
年
）

　
二
三
頁
。

⑩
前
掲
菊
池
『
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
』
一
二
六
頁
。
他
に
前
掲
②
榎
森
の
諸
論
。

　
海
保
嶺
央
『
纂
藩
制
麟
家
と
北
海
道
』
二
五
頁
、
三
～
書
房
、
一
九
七
八
年
。

⑪
海
保
も
、
前
掲
⑩
三
八
頁
で
、
イ
コ
ト
イ
を
千
島
列
島
を
南
下
し
た
ロ
シ
ア
人

　
と
「
松
前
藩
商
船
と
の
中
継
交
易
を
行
っ
て
富
強
と
な
っ
た
」
ア
ッ
ヶ
シ
以
東
地

　
域
の
代
表
的
ア
イ
ヌ
の
一
人
と
し
て
い
る
。

⑫
前
掲
④
。

⑬
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
社
会
で
は
一
人
目
男
が
複
数
の
妻
を
持
つ
場
合
が
あ
っ
た
。
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近
世
の
史
料
で
は
、
「
ポ
ソ
マ
チ
」
（
松
田
伝
十
郎
「
北
夷
談
」
一
七
八
九
年
、
集

　
成
入
三
頁
）
、
「
ウ
ツ
シ
マ
チ
」
（
「
蝦
夷
国
風
俗
人
梼
之
沙
汰
」
四
五
九
頁
、
佐
藤

　
玄
六
郎
「
蝦
夷
拾
遺
」
北
門
叢
書
二
八
二
頁
）
、
「
チ
ハ
ン
ケ
マ
チ
」
（
「
松
前
志
」

　
　
一
七
頁
）
な
ど
の
ア
イ
ヌ
語
に
、
日
本
語
の
「
妾
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ

　
て
い
る
。
前
稿
で
は
近
藤
史
料
第
二
巻
の
人
別
帳
（
七
一
頁
）
の
表
記
に
従
い
「
妾
」

　
と
い
う
語
を
用
い
た
が
、
佐
々
木
利
和
氏
か
ら
日
本
の
「
妾
」
と
は
社
会
的
な
立

　
場
も
位
置
づ
け
も
全
く
異
な
る
と
の
ご
批
判
や
、
柴
桂
子
氏
か
ら
誤
解
を
生
み
や

　
す
い
表
現
は
避
け
る
べ
き
と
の
こ
助
雷
を
い
た
だ
い
た
。
差
別
的
な
意
味
を
含
ん

　
だ
「
妾
」
と
い
う
語
を
無
批
判
に
ア
イ
ヌ
社
会
に
適
用
し
た
点
は
不
用
意
で
あ
っ

　
た
。
今
後
は
佐
々
木
利
和
疑
の
ご
教
示
に
学
び
、
「
北
要
談
」
に
見
ら
れ
る
「
ポ

　
ン
マ
チ
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑭
前
掲
「
北
画
談
」
八
三
頁
。

⑯
前
掲
「
東
遊
雑
記
」
一
六
三
頁
。

⑯
⑰
武
藤
勘
蔵
「
夷
日
記
」
一
七
八
八
年
、
集
成
一
九
頁
。

⑱
⑲
近
藤
史
料
工
一
一
三
頁
。

⑳
　
近
藤
史
料
工
二
一
頁
。

⑳
　
前
掲
「
蝦
夷
日
記
」
一
九
頁
。

⑫
　
新
井
田
円
【
記
六
九
一
百
只
。

㊧
　
前
掲
菊
池
『
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
』
八
二
頁
他
、
榎
森
、
海
保
の
諸
論
。

⑳
　
田
島
佳
也
は
「
場
所
請
負
制
後
期
の
ア
イ
ヌ
の
下
受
と
そ
の
特
質
一
門
蝦
夷
地

　
余
市
場
所
の
場
合
一
」
（
田
中
健
夫
編
『
前
近
代
の
B
本
と
東
ア
ジ
ア
』
一
九
九
五

　
年
）
の
な
か
で
、
幕
宋
の
余
市
に
お
け
る
和
人
に
よ
る
漁
業
経
営
の
実
体
を
詳
細

　
に
検
討
し
、
和
人
に
雇
用
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
の
い
る
エ
カ
で
、
「
秋
味
漁
な
ど
に
一

　
定
の
漁
業
権
を
保
持
し
、
独
自
性
の
強
い
漁
業
を
行
っ
て
い
た
」
ア
イ
ヌ
の
存
在

　
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
階
層
分
化
と
は
文
脈
は
異
な
る
が
、
ア
イ
ヌ

　
社
会
内
部
の
、
し
か
も
同
一
地
域
内
で
の
多
様
性
を
示
唆
す
る
指
摘
と
し
て
注
目

　
さ
れ
る
。

⑯
前
掲
「
東
遊
雑
記
」
一
六
七
頁
。
最
上
も
「
蝦
夷
国
風
俗
諦
情
沙
汰
」
（
四
五

　
六
頁
）
で
「
日
本
人
の
非
分
を
見
出
し
難
題
を
い
ひ
か
け
、
塞
き
無
に
い
た
れ
ば

　
ツ
グ
ナ
イ
を
出
す
べ
し
と
騰
る
こ
と
な
り
」
と
い
う
請
負
人
の
発
言
を
記
録
し
て

　
い
る
。

　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
　
京
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